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　「今、あなたに贈りたい漢字 コンテスト」は、想いを込めた漢字一

字をメッセージとともに大切な人へ贈る、というイベントです。このた

び、第4回を開催いたしました。

（募集期間：2016年6月1日〜9月15日）

　全国から「家族部門」には16,345作品、「夫婦・恋人部門」には

1,634作品、「友人・恩人部門」には11,497作品、「自分部門」には

10,468作品、「その他」6,367作品、合計46,311作品のご応募をい

ただきました。

　その中から、絆大賞4作品、日本漢字能力検定協会賞4作品、審

査員賞12作品、佳作40作品、特別賞3作品を決定いたしました。

「今、あなたに贈りたい漢字 コンテスト」とは
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※所属はコンテスト開催当時のものです。

審査員長

審査員

橋本五郎 （読売新聞特別編集委員）

審 査 員

ゴルゴ松本 （お笑い芸人）

やすみりえ （川柳作家）

華雪 （書家）

髙坂節三 （公益財団法人 日本漢字能力検定協会 会長）
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弊
協
会
は
、「
漢
字
検
定
」や「
文
章
読
解
・
作
成

能
力
検
定
」、「
B
J
T
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
能
力
テ

ス
ト
」と
い
っ
た
検
定
事
業
の
ほ
か
、漢
字
や
漢
字

教
育
に
関
す
る
研
究
支
援
、日
本
語
・
漢
字
に
関
す

る
講
演
会
や
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、「
今
年
の
漢

字
」等
の
事
業
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
昨
年
6
月
に
は
京
都
・
祇
園
に
日
本
初
の

「
漢
字
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」を
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し

た
が
、全
国
か
ら
お
迎
え
す
る
ご
来
館
者
も
10
万

人
に
達
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、日
本
語
・
漢
字
を
学
ぶ
楽
し
さ
を

提
供
し
、豊
か
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
た
め
の

事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、本
コ
ン
テ
ス
ト
も
4
回
目
を
迎
え
、過
去

最
多
の
4
万
6
3
1
1
作
品
も
の
応
募
が
全
国
か

ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。多
く
の
方
々
か
ら
本
コ
ン
テ

ス
ト
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
こ
と
を
う
れ

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、東
日
本
大
震
災
の
年
の「
今

年
の
漢
字
」に
圧
倒
的
な
応
募
数
で「
絆
」が
選
ば
れ

た
こ
と
を
契
機
に
、「
漢
字
が
つ
な
ぐ
絆
」を
テ
ー
マ

と
し
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
。想
い
を
込
め
た
漢
字

一
字
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
る
こ
と
で
、人
を
想
う
こ

と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
、そ
の
優
し
さ
を
波

紋
の
よ
う
に
ど
こ
ま
で
も
広
げ
て
い
き
た
い
。私
た

発
行
に
あ
た
り
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ち
は
こ
の
よ
う
な
願
い
を
込
め
て
本
コ
ン
テ
ス
ト
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
ど
れ
も
大
変
素
晴
ら

し
く
、審
査
に
お
い
て
と
て
も
悩
み
ま
し
た
が
、特

に
優
秀
と
認
め
ら
れ
た
20
作
品
が
表
彰
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
冊
子
に
は
、こ
れ
ら
表
彰

作
品
の
ほ
か
佳
作
受
賞
作
品
な
ど
、本
コ
ン
テ
ス
ト

の
開
催
趣
旨
に
即
し
た
大
変
印
象
深
く
素
敵
な
作

品
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
も
第
5
回
目
と
し
て
コ
ン
テ
ス
ト

を
継
続
い
た
し
ま
す
。こ
の
冊
子
を
手
に
取
ら
れ

た
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、ぜ
ひ
周
囲
の
方
々
に

「
相
手
を
想
っ
て
漢
字
一
字
を
贈
る
」こ
と
の
素
晴

ら
し
さ
を
お
伝
え
い
た
だ
く
と
と
も
に
ご
応
募
い

た
だ
け
れ
ば
、こ
れ
以
上
の
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

弊
協
会
は
引
き
続
き
、漢
字
文
化
の
素
晴
ら
し

さ
を
よ
り
深
く
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
事
業
運

営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、今
後
と
も
ご
理

解
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

公
益
財
団
法
人 

日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会

代
表
理
事 

理
事
長　

久
保 

浩
史
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今
回
の
応
募
作
品
4
万
6
3
1
1
点
を

拝
見
し
て
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
多
く
の
方
々

が
家
族
や
友
人
に
感
謝
し
な
が
ら
、
明
る
く

前
向
き
に
、
今
を
、
そ
し
て
未
来
を
考
え
て

お
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
選
ば
れ
た
漢

字
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
み
た
だ
け
で
一
目
瞭
然

で
す
。
上
位
５
つ
に
は
、
感
謝
の
「
感
」
と

「
謝
」、
笑
顔
や
笑
い
の
「
笑
」、
楽
し
み
を

大
切
に
し
、
愛
す
る
人
を
楽
に
さ
せ
て
あ
げ

た
い
と
い
う
「
楽
」、「
友
」
へ
の
や
さ
し
い

心
配
り
な
ど
が
入
り
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
そ

の
陰
に
は
辛
い
日
常
も
あ
る
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
贈
る
漢
字
を

通
じ
て
自
ら
も
よ
り
善
く
生
き
た
い
と
い
う

意
志
の
よ
う
な
も
の
も
感
じ
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
作
品
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
勇
気
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。（

読
売
新
聞
特
別
編
集
委
員
）

審
査
員
長　

橋
本
五
郎

総
　
評
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目
　
次（

東
京
都
・
主
婦
）

（
東
京
都
）

（
京
都
府
・
京
都
府
京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
中
学
校
3
年
生
）

（
北
海
道
・
立
命
館
慶
祥
中
学
校
２
年
生
）

【
夫
婦
・
恋
人
部
門
】

【
夫
婦
・
恋
人
部
門
】

【
家
族
部
門
】

【
家
族
部
門
】

竹
下 

優
子 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P26

渡
辺 

幸
彦 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P16

（
新
潟
県
）

【
友
人
・
恩
人
部
門
】

今
井 

包
和 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P28

（
東
京
都
・
渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
高
等
学
校
2
年
生
）

【
友
人
・
恩
人
部
門
】

白
戸 

ま
り
こ 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P18

（
大
分
県
・
中
津
市
立
緑
ヶ
丘
中
学
校
3
年
生
）

（
兵
庫
県
・
看
護
師
）

【
自
分
部
門
】

【
自
分
部
門
】

小
林 
巧
実 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P30

西
矢 

志
帆 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P20

岡
本 

亜
衣
美 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P24

井
上 

琴
子 
さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P14

［
絆
大
賞
］

［
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
賞
］
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【
家
族
部
門
】

末
𠮷 
樹
里 

さ
ん
（
鹿
児
島
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P36

鈴
木 
杏
奈 

さ
ん
（
宮
城
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P38

寺
川 

亜
由
美 
さ
ん
（
北
海
道
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P40

【
夫
婦
・
恋
人
部
門
】

中
杉 

莉
奈 

さ
ん
（
東
京
都
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P44

山
田 

幸
夫 

さ
ん
（
大
阪
府
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P46

吉
仲 

雅
代 

さ
ん
（
奈
良
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P48

【
友
人
・
恩
人
部
門
】

内
野 

里
香 

さ
ん
（
鹿
児
島
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P52

下
山 

福
太
朗 

さ
ん
（
鹿
児
島
県
）……
…
…
…
…
…
…
…
…

P54

土
居 

遥 

さ
ん
（
高
知
県
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P56

【
自
分
部
門
】

川
瀬 

宏
美 

さ
ん
（
広
島
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P60

野
澤 

花 

さ
ん
（
大
阪
府
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P62

松
本 

禎
子 

さ
ん
（
大
阪
府
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P64

［
審
査
員
賞
］
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※掲載の都道府県、学校名・学年、職業は応募当時のものです。

【
家
族
部
門
】　

遠
藤 
仁
美 
さ
ん
……
…
P68

門
脇 

夕
子 
さ
ん
……
…
P68

久
我 

美
麻
彩 
さ
ん
……
P69

後
上 

凛
乃 

さ
ん
……
…
P69

松
浦 

歩
武 

さ
ん
……
…
P70

山
野 

浩
美 

さ
ん
……
…
P70

匿
名
希
望
…
…
…
…
P71

匿
名
希
望
…
…
…
…
P71

匿
名
希
望
…
…
…
…
P72

匿
名
希
望
…
…
…
…
P72

【
夫
婦
・
恋
人
部
門
】　

奥
田 

益
也 

さ
ん
……
…
P73

神
原 

茉
純 

さ
ん
……
…
P73

多
幾
山 

昌
子 

さ
ん
……
P74

中
村 

実
千
代 

さ
ん
……
P74

松
田 

光
子 

さ
ん
……
…
P75

匿
名
希
望
…
…
…
…
P75

匿
名
希
望
…
…
…
…
P76

匿
名
希
望
…
…
…
…
P76

匿
名
希
望
…
…
…
…
P77

匿
名
希
望
…
…
…
…
P77

【
友
人
・
恩
人
部
門
】　

上
田 

侑
季 

さ
ん
……
…
P78

祖
母
井 

靖 

さ
ん
……
…
P78

奥
原 

奈
菜
美 

さ
ん
……
P79

鬼
平 

一
雄 

さ
ん
……
…
P79

小
林 

大
志 

さ
ん
……
…
P80

坂
口 

聖
也 

さ
ん
……
…
P80

庄
崎 

秀
哉 

さ
ん
……
…
P81

末
永 

琉
衣 

さ
ん
……
…
P81

谷
森 

深 

さ
ん
……
…
…
P82

長
谷
川 

諒
人 

さ
ん
……
P82

　

【
自
分
部
門
】　

宇
都
宮 

夕
子 

さ
ん
……
P83

吉 

天
瑜 

さ
ん
……
…
…
P83

椎
名 

花
琳 

さ
ん
……
…
P84

瀬
野 

南
美 

さ
ん
……
…
P84

福
島 

僚 

さ
ん
……
…
…
P85

藤
井 

翔
大 

さ
ん
……
…
P85

山
元 

郁
乃 

さ
ん
……
…
P86

山
本 

佳
恵 

さ
ん
……
…
P86

匿
名
希
望
…
…
…
…
P87

匿
名
希
望
…
…
…
…
P87

［
佳
作
］
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※基本的には応募作品の原文をそのまま掲載しておりますが、一部修正を加えている箇所がございます。ご了承ください。

目 次

【
夫
婦
・
恋
人
部
門
】　

［
特
別
賞
］

阿
部 
哲
也 
さ
ん
（
東
京
都
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P90

佐
々
木 
幹
雄 
さ
ん
（
東
京
都
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P91

【
友
人
・
恩
人
部
門
】

中
牟
田 

紗
輝 

さ
ん
（
福
岡
県
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P92

【
家
族
部
門
】　

一
色 

真
由
香 

さ
ん
……
P96

榎
田 

育
代 

さ
ん
……
…
P96

小
野 

隼
ノ
介 

さ
ん
……
P97

神
谷 

知
樹 

さ
ん
……
…
P97

北
垣 

星
波 

さ
ん
……
…
P98

木
村 

春
美 

さ
ん
……
…
P98

小
沼 

は
る
な 

さ
ん
……
P99

佐
藤 

空 

さ
ん
……
…
…
P99

佐
藤 

七
香 

さ
ん
……
…
P100

清
水 

愛
理 

さ
ん
……
…
P100

髙
嶋 

小
雪 

さ
ん
……
…
P101

瀧 

空 

さ
ん
……
…
…
…
P101

長
崎 

彩
志 

さ
ん
……
…
P102

南
里 

翔 

さ
ん
……
…
…
P102

西
村 

衣
美 

さ
ん
……
…
P103

藤
本 

柚
乃 

さ
ん
……
…
P103

松
井 

友
紀 

さ
ん
……
…
P104

山
崎 
陽 
さ
ん
……
…
…
P104

【
夫
婦
・
恋
人
部
門
】　

阿
部 

磨
里
子 

さ
ん
……
P105

小
笠
原 

信
弘 

さ
ん
……
P105

鹿
毛 

想 

さ
ん
……
…
…
P106

加
反 

未
来 

さ
ん
……
…
P106

後
藤 

淳 

さ
ん
……
…
…
P107

菅
井 

昭
一
さ
ん
……
…
P107

谷
口 

智 

さ
ん
……
…
…
P108

田
村 

か
ほ
り 

さ
ん
……
P108

堤 

義
信 

さ
ん
……
…
…
P109

廣
田 

絢
子 

さ
ん
……
…
P109

村
山 

洋
子 

さ
ん
……
…
P110

山
下 

有
香 

さ
ん
……
…
P110

匿
名
希
望
…
…
…
…
P110

［
入
選
］
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【
友
人
・
恩
人
部
門
】

石
川 

葵 

さ
ん
……
…
…
P111

井
上 
拓
磨 

さ
ん
……
…
P111

大
久
保 
圭
佑 

さ
ん
……
P112

大
森 

春
嘉 
さ
ん
……
…
P112

川
迫 

凜
太
郎 

さ
ん
……
P113

河
野 

勝
丸 

さ
ん
……
…
P113

小
林 

那
菜 

さ
ん
……
…
P114

﨑
濱 

秀
俊 

さ
ん
……
…
P114

佐
藤 

岳
生 

さ
ん
……
…
P115

竹
崎 

花
鈴 

さ
ん
……
…
P115

田
邉 

輝
久 

さ
ん
……
…
P116

玉
那
覇 

光 

さ
ん
……
…
P116

土
居 

沙
也
加 

さ
ん
……
P117

中
尾 

日
南 

さ
ん
……
…
P117

中
澤 

芳
江 

さ
ん
……
…
P118

中
村 

健
人 

さ
ん
……
…
P118

橋
口 

琴
音 

さ
ん
……
…
P119

橋
本 

充
桜 

さ
ん
……
…
P119

橋
本 

梨
沙 

さ
ん
……
…
P120

宮
川 

太
一 

さ
ん
……
…
P120

山
本 
綾
乃 

さ
ん
……
…
P121

米
山 
琴
美 
さ
ん
……
…
P121

【
自
分
部
門
】　

板
津 

慧
大 

さ
ん
……
…
P122

市
田 

航
太 

さ
ん
……
…
P122

井
上 

暖
翔 

さ
ん
……
…
P123

北
村 

夏
未 

さ
ん
……
…
P123

工
藤 

颯 

さ
ん
……
…
…
P124

佐
々
木 

梨
菜 

さ
ん
……
P124

瀬
戸
川 

加
代 

さ
ん
……
P125

田
港 

麗
雄 

さ
ん
……
…
P125

チ
ン 

ソ 

さ
ん
……
…
…
P126

中
野 

和
斗 

さ
ん
……
…
P126

仲
藤 

渉 

さ
ん
……
…
…
P127

中
村 

柚
葉 

さ
ん
……
…
P127

早
川 

祐
子 

さ
ん
……
…
P128

星
野 

こ
と
み 

さ
ん
……
P128

宮
城 

健
大 

さ
ん
……
…
P129

匿
名
希
望
…
…
…
…
P129

11　



絆
大
賞

13　



（北海道・立命館慶祥中学校 2年生）

［ 家 族 部 門 ］

井 上  琴 子 さ ん

絆大賞

　14



　

こ
の
度
は
、
絆
大
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
一
度
も
伝
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
父
へ
の
感

謝
を
、「
靴
」
と
い
う
字
に
込
め
ま
し
た
。

 

こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
い
た
の
は
初
め
て
の
事

で
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

一
日
中
、
一
生
懸
命
に
働
い
て
、
忙
し
い
毎
日
の
な
か

で
も
家
族
を
な
に
よ
り
大
切
に
思
っ
て
く
れ
て
い
る
父

に
、
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
恩
返
し
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
は
こ
の
よ
う
な
賞
を
い

た
だ
き
光
栄
に
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

琴
子
さ
ん
、
お
父
さ
ん
が
こ
の
作
品
を
読
ん
だ
ら
、

き
っ
と
涙
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
毎
日
、
朝
早
く
か
ら

夜
遅
く
ま
で
必
死
に
な
っ
て
働
い
て
い
て
、「
あ
あ
、

娘
が
こ
う
思
っ
て
く
れ
る
な
ん
て
、
働
い
て
き
て
よ

か
っ
た
」
と
思
う
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
お
父
さ
ん
の

存
在
感
を
「
靴
」
に
よ
っ
て
表
現
す
る
な
ん
て
、
な
ん

と
す
ご
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
靴
は
お
父

さ
ん
の
「
仕
事
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
だ
と
い
う
の
も
素
敵

な
表
現
で
す
。
お
父
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
に
あ
ふ

れ
て
い
て
、
私
も
ふ
た
り
の
娘
の
父
親
と
し
て
、
と
て

も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
（
橋
本
五
郎
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

15　



（東京都）

［ 夫 婦・恋 人 部 門 ］

渡 辺  幸 彦 さ ん

絆大賞

　16



　

学
生
時
代
よ
り
社
会
人
に
な
る
ま
で
体
育
会
系
で
、

会
社
で
は
仕
事
に
必
要
な
書
面
、
挨
拶
状
等
は
書
き
ま

し
た
が
、
エ
ッ
セ
イ
文
な
ど
は
書
い
た
こ
と
は
無
く
。

　

高
齢
に
な
っ
て
か
ら
、
字
が
同
じ
で
意
味
が
全
く
違
う

漢
字
、
惚ホ

れ
る
と
惚ボ

け
る
、
字
が
似
て
い
て
意
味
が
全
く

違
う
漢
字
、
怒ド

（
怒
る
）
と
恕ジ

ョ

（
許
す
）、
緑

ミ
ド
リ

と
縁エ

ン

等
に

興
味
を
持
ち
、
漢
字
の
奥
深
さ
を
知
り
、
夫
婦
と
恋
人
部

門
に
妻
と
の
こ
と
を
書
き
公
募
に
対
し
初
挑
戦
。

　

ま
さ
か
絆
大
賞
に
な
る
と
は
思
い
も
せ
ず
、
正
直
何

を
書
い
た
か
も
思
い
出
せ
ず
、
電
話
で
協
会
の
女
性
に

私
の
文
を
読
ん
で
い
た
だ
き
笑
わ
れ
驚
い
て
い
る
次
第

で
す
。

　

受
賞
に
よ
り
励
み
に
な
っ
た
の
で
、
八
十
の
手
習
い
で

益
々
漢
字
に
つ
い
て
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

す
っ
か
り
惚
け
た
、
と
仰
い
な
が
ら
出
逢
っ
た
頃
の

奥
様
の
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
姿
は
い
つ
ま
で
も
色
褪
せ
な
い

の
で
し
ょ
う
。
素
敵
な
想
い
出
も
た
く
さ
ん
お
あ
り
な

の
だ
と
感
じ
ま
す
。
さ
ら
に
仲
良
く
支
え
合
い
、
ま
ず

は
一
緒
に
米
寿
へ
向
か
っ
て
過
ご
さ
れ
て
い
く
お
姿
も

「
惚
」
と
い
う
漢
字
に
込
め
ら
れ
た
の
で
す
ね
。

　

「
惚
」
と
い
う
漢
字
を
い
ろ
い
ろ
な
切
り
口
で
上

手
に
表
現
な
さ
っ
た
目
の
付
け
所
は
お
見
事
で
す
！

（
や
す
み
り
え
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

17　



（東京都・渋谷教育学園渋谷高等学校 2年生）

［ 友 人・恩 人 部 門 ］

白 戸  ま り こ さ ん

絆大賞

小学６年の陸上大会で羽が生えたような体験をしました。苦手なハードルを飛ぶたび

フワッと体が軽く浮く感覚。先生が毎日練習前にこっそりハードルを基準より５cm高

く準備して下さっていたと後で知り驚きました。将来私も誰かに羽をつけてあげられる

よう、色々なハードルを飛んでいきます。

羽
小学校のY先生

白戸まりこ

　18



　

こ
の
度
は
絆
大
賞
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

私
は
先
生
か
ら
、
目
標
に
向
け
ハ
ー
ド
ル
を
少
し
高

く
し
て
努
力
す
る
と
素
晴
ら
し
い
体
験
が
で
き
る
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
で
す
が
、
実
際
自
分
だ

け
で
実
行
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
助
け
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

応
募
の
際
、
様
々
な
漢
字
と
共
に
、
私
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
多
く
の
友
人
や
先
生
の
お
顔
が
浮
か

び
、
改
め
て
感
謝
す
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
素
敵
な
絆
を
た
く
さ
ん
つ
む
い
で
い
き

た
い
で
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

「
苦
手
」
を
乗
り
越
え
、
乗
り
切
り
、
克
服
す
る
と

幸
せ
な
気
持
ち
が
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
事
を
教
え
ら

れ
る
大
人
が
素
晴
ら
し
い
「
先
生
」
だ
と
思
い
ま
す
。

　

先
生
の
こ
っ
そ
り
の
準
備
が
子
供
に
「
羽
」
が
生
え

た
よ
う
な
経
験
を
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
「
魔

法
」
を
か
け
ら
れ
る
教
師
が
本
物
の
「
先
生
」
な
ん
だ

と
思
い
ま
す
。「
羽
」
の
字
は
「
习
」
が
二
つ
並
ん
で

い
ま
す
。
一
つ
で
は
飛
べ
な
い
の
で
す
。
二
つ
の
翼
を

バ
タ
バ
タ
と
、
時
に
は
も
が
き
な
が
ら
も
何
度
も
何
度

も
バ
タ
バ
タ
と
繰
り
返
し
「
習
い
」
「
習
慣
」
に
し
て

い
く
と
、
い
つ
か
「
翔
」
べ
る
よ
う
に
な
る
ん
で
す

ね
。
小
学
生
で
体
験
し
て
、
将
来
誰
か
に
そ
の
「
羽
」

を
つ
け
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
た
子
供
の
心
に
感
動
し
ま

し
た
。
魔
法
は
間
法
で
す
。
絆
大
賞
！！
お
め
で
と
う
御

座
い
ま
す
。
（
ゴ
ル
ゴ
松
本
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（兵庫県・看護師）

［ 自 分 部 門 ］

西 矢  志 帆 さ ん

絆大賞

この春から夢だった看護師になりました。手と目を合わせて作られた看という字には、

手をかざしてよく見ると言う意味があるそうです。毎日疲れて辞めたいと思うこともあ

りますが、この字の意味を心におき、仕事に励みたいと思います。

看
私

私

　20



　

こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
き
、
驚
き
と
嬉
し
さ
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

実
家
を
離
れ
、
慣
れ
な
い
１
人
暮
ら
し
や
仕
事
に
お

い
て
も
覚
え
る
こ
と
が
多
く
、
忙
し
い
日
々
が
続
く
と

“
仕
事
を
辞
め
て
地
元
に
帰
り
た
い
”
と
思
う
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
し
て

改
め
て
自
分
が
看
護
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
時
の
こ

と
を
思
い
出
し
、
初
心
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
気
づ

か
さ
れ
ま
し
た
。

 

“
あ
な
た
が
担
当
で
良
か
っ
た
”
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
患
者
様
に
寄
り
添
い
、
笑
顔
の
絶
え
な
い

看
護
師
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

「
看
」
の
漢
字
の
成
り
立
ち
は
、
西
矢
さ
ん
が
書
か
れ

た
通
り
「
目
」
の
上
に
「
手
」
を
か
ざ
し
て
遠
く
を
見
る

と
い
う
か
た
ち
か
ら
生
ま
れ
、
そ
こ
か
ら
眼
前
を
よ
く
見

る
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

夢
が
現
実
と
な
っ
た
今
、
西
矢
さ
ん
は
仕
事
に
疲
れ

た
り
、
そ
れ
で
も
が
ん
ば
ろ
う
と
思
っ
た
り
し
な
が
ら

過
ご
さ
れ
て
い
る
ご
自
分
の
毎
日
の
中
で
、「
看
」
の

字
の
意
味
に
自
分
の
初
心
を
重
ね
、
先
を
見
て
進
も
う

と
さ
れ
て
い
る
。

　

改
め
て
「
看
」
の
字
の
成
り
立
ち
を
知
る
と
、
た
だ

じ
っ
と
見
る
だ
け
で
な
く
、
目
の
前
を
確
か
め
る
た
め

に
様
々
な
角
度
か
ら
時
に
見
渡
す
大
切
さ
が
あ
る
こ
と

も
問
わ
れ
て
い
る
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

間
も
な
く
二
年
目
の
春
が
巡
っ
て
き
ま
す
ね
。
今
回

出
会
わ
れ
た
「
看
」
の
字
と
と
も
に
ま
た
新
た
な
一
年

を
歩
ま
れ
ま
す
よ
う
に
、
そ
ん
な
思
い
を
込
め
て
絆
大

賞
を
贈
り
ま
す
。
（
華
雪
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

21　



日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
賞

23　



（京都府・京都府京都教育大学附属京都中学校 3年生）

［ 家 族 部 門 ］

岡 本  亜 衣 美 さ ん

日本漢字能力検定協会賞
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身
の
周
り
の
沢
山
の
漢
字
の
中
か
ら
「
青
」
を
選

び
、
そ
れ
が
受
賞
に
繫
が
っ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
私
は
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
た
こ
と

で
、
漢
字
に
つ
い
て
深
く
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

漢
字
は
と
て
も
端
的
な
も
の
。
そ
れ
が
私
の
イ
メ
ー

ジ
で
し
た
。
し
か
し
私
は
ど
う
し
て
も
お
母
さ
ん
を
端

的
な
漢
字
一
字
で
は
表
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
何
か
広
が
り
を
持
つ
漢
字
は
な
い
か
と
一

生
懸
命
考
え
て
み
た
と
こ
ろ
、
私
は
「
青
」
を
思
い
つ

き
ま
し
た
。

　

漢
字
は
一
字
で
も
考
え
方
に
よ
っ
て
は
色
ん
な
意
味

で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
。
こ
れ
が
今
の
イ
メ
ー

ジ
で
す
。
こ
の
「
青
」
が
こ
れ
か
ら
私
の
中
で
色
ん
な

意
味
を
持
っ
て
私
を
支
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

古
代
、
中
国
で
生
ま
れ
た
漢
字
は
1
万
語
程
度
で

あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
時
と
と
も
に
漢
字
の
数

が
増
え
、
漢
字
博
物
館
の
漢
字
タ
ワ
ー
に
は
5
万
字
を

超
え
る
漢
字
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
漢
字
は
日
々
増
え

続
け
て
い
く
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
貴
女
が
お
母
さ

ん
に
贈
る
「
青
」、
そ
れ
は
い
く
つ
も
の
漢
字
が
作
れ

る
、
広
が
り
の
あ
る
漢
字
で
す
。
お
母
さ
ん
の
幅
広
い

人
間
性
を
広
が
り
の
あ
る
「
青
」
と
い
う
言
葉
で
表
し

て
く
れ
ま
し
た
ね
。
（
髙
坂
節
三
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

25　



（東京都・主婦）

［ 夫 婦・恋 人 部 門 ］

竹 下  優 子 さ ん

日本漢字能力検定協会賞

今
夫

妻

障害のある私は、将来を悲観し過去を恨みました。しかし夫は医学書を読み漁り私の

診察にも付き添い精一杯支えてくれました。全力で戦おうとしてくれていたのです。私

は乗り越えようと思いました。そこで大切なのは過去でもなく将来でもなく今を見つめ

ることでした。それを諭してくれた。ありがとう。頑張る。

　26



　

自
分
の
言
葉
が
評
価
さ
れ
受
賞
し
た
こ
と
は
と
て
も

大
き
な
出
来
事
で
す
。
私
が
「
今
」
を
大
切
に
し
な

き
ゃ
と
い
う
気
持
ち
に
自
信
を
持
た
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
先
、
何
度
も
つ
ま
ず
い
た
り
後
ろ
を
向

い
た
り
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き

頑
張
る
私
に
夫
の
応
援
は
心
強
く
、
受
賞
し
た
こ
と
は

大
き
な
声
援
と
な
る
と
思
い
ま
す
。
審
査
員
の
コ
メ
ン

ト
に
も
あ
る
よ
う
に
今
が
よ
り
長
く
続
く
こ
と
が
こ
れ

か
ら
先
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
素
晴
ら
し
い
賞
と
コ
メ

ン
ト
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

過
去
が
未
来
に
続
く
。「
今
」
は
中
間
に
あ
っ
て

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
行
く
。
し
か
し
、
貴
女
が
指

摘
し
た
よ
う
に
、「
大
切
な
の
は
過
去
で
も
な
く
将
来

で
も
な
く
今
を
見
つ
め
る
こ
と
」
で
あ
り
、
そ
の
こ
と

が
、
瞬
間
の
「
今
」
で
は
な
く
「
永
遠
の
今
」
と
な
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
（
髙
坂
節
三
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

27　



（新潟県）

［ 友 人・恩 人 部 門 ］

今 井  包 和 さ ん

日本漢字能力検定協会賞
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妻
は
女
子
師
範
学
校
を
卒
業
し
て
国
民
学
校
の
教
師

と
な
り
二
十
二
歳
で
嫁
い
で
き
ま
し
た
。

　

五
十
八
歳
で
退
職
し
ま
し
た
が
、
四
十
年
の
長
い

間
、
教
師
と
し
て
働
き
、
家
計
を
支
え
て
く
れ
た
妻
に

は
、
今
で
も
感
謝
の
念
で
一
杯
で
す
。

　

第
二
室
戸
台
風
で
長
年
住
ん
で
い
た
家
が
全
壊
、
私

が
途
方
に
暮
れ
て
い
た
時
、
県
の
住
宅
公
社
に
行
っ
て

分
譲
住
宅
に
入
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
長
男
が
中
学

一
年
生
。
二
人
の
娘
は
小
学
生
で
し
た
。

　

高
校
を
卒
業
す
る
と
長
男
は
関
西
の
大
学
へ
。
娘
は

関
東
の
短
大
と
大
学
へ
夫
々
入
学
。
住
宅
ロ
ー
ン
を
抱

え
て
の
子
供
三
人
の
仕
送
り
は
大
変
な
も
の
で
し
た
が

完
了
。

　

現
在
は
夫
婦
共
に
健
康
で
す
。
妻
の
お
陰
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

「
２
年
兵
は
殿
様
、
３
年
兵
は
神
様
」
そ
の
中
に

在
っ
て
「
少
年
兵
」
で
あ
っ
た
今
井
さ
ま
は
筆
舌
に
尽

く
せ
な
い
ご
苦
労
が
お
有
り
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

優
し
く
励
ま
し
て
く
れ
た
「
衛
生
兵
」
の
「
温
」
か
い

一
言
が
ど
ん
な
に
か
力
を
貸
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
時
の
感
謝
の
気
持
ち
を
99
歳

に
お
な
り
に
な
っ
た
今
も
持
ち
続
け
て
お
ら
れ
る
毎
日

の
生
活
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。
（
髙
坂
節
三
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（大分県・中津市立緑ヶ丘中学校 3年生）

［ 自 分 部 門 ］

小 林  巧 実 さ ん

日本漢字能力検定協会賞

　30



　

ま
さ
か
自
分
が
こ
ん
な
賞
を
と
れ
る
と
は
思
い
も
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
賞
を
取
れ
た
の
は
、
漢
字
一
文

字
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
い
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ま
と
塾

の
先
生
の
お
か
げ
で
す
。
塾
の
先
生
か
ら
漢
字
一
文
字

コ
ン
テ
ス
ト
の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
な
か
っ
た

ら
、
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
自
体
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
し
て
、
今
の
自
分

自
身
の
電
池
は
、
新
品
の
電
池
を
半
分
だ
け
使
っ
た
よ

う
な
状
態
で
す
。
自
分
は
ま
だ
も
っ
と
努
力
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
努
力
を
す
れ
ば
自
分
の
電
池
を
新
し

い
電
池
に
入
れ
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
新
し
い
電
池
に
な
っ
た
状
態
で
受
験
を
し
て
、
志

望
校
に
合
格
し
た
い
で
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

論
語
に
「
私
は
15
歳
で
学
問
を
志
し
た
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
中
学
３
年
生
、「
志
を
立
て
る
」
難

し
い
時
期
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
将
来
の
自
分
の
在
り
方

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
丁
度
「
電
」

池
が
切
れ
て
新
し
い
「
電
」
池
が
必
要
な
時
で
す
ね
。

「
電
」
池
と
い
う
身
近
に
あ
る
も
の
に
託
し
て
大
事
な

人
生
の
在
り
方
を
考
え
る
貴
方
の
着
想
に
感
じ
入
り
ま

し
た
。
（
髙
坂
節
三
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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審
査
員
賞

33　



応募された「贈りたい漢字」の字種は
全部門で計 1,736 字でした。

家族部門で応募数が多かった漢字を発表します。

「贈りたい漢字」ランキング

感1位

謝2位

笑3位

愛4位

家族に

　34



家
族
部
門

審査員賞
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（鹿児島県・鹿児島市立鴨池中学校 3年）

［ 家 族 部 門 ］

末 𠮷 樹 里 さ ん

審査員賞
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こ
の
素
晴
ら
し
い
賞
を
頂
い
た
と
き
、
一
番
最
初
に

浮
か
ん
だ
の
は
「
兄
と
私
の
為
に
頑
張
っ
て
く
れ
て
い

る
母
の
姿
」
で
し
た
。
い
つ
も
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る

母
に
、
第
一
弾
の
親
孝
行
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
、
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
ひ
と
り
親
家
庭
と
い
う
環
境
で
育
っ
て
き
ま
し

た
が
、「
父
親
が
い
な
く
て
寂
し
い
」
と
い
う
経
験
を

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
母
が
前
向
き
で

明
る
く
、
楽
し
い
家
庭
を
築
い
て
く
れ
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
ん
な
母
か
ら
の
初
め
て
の
贈
り
物
で
あ
る

「
印
」
を
ず
っ
と
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
い
つ

も
、
私
を
信
じ
て
、
支
え
て
く
れ
る
母
の
元
に
生
ま
れ

て
こ
ら
れ
た
こ
と
が
、
一
番
の
幸
せ
で
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
賞
を
頂
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

保
育
園
や
幼
稚
園
で
は
み
ん
な
が
自
分
の
「
お
印
」

を
持
っ
て
い
て
、
布
の
手
提
げ
か
ば
ん
な
ん
か
に
付
け

ま
す
よ
ね
。
そ
れ
と
同
じ
な
の
で
す
ね
。
し
か
も
樹
里

さ
ん
の
場
合
は
、
お
母
さ
ん
の
娘
で
あ
る
証
明
だ
と
い

う
の
で
す
か
ら
、
お
印
の
意
味
は
倍
加
し
ま
す
。
そ

れ
に
し
て
も
、
お
母
さ
ん
、「
こ
れ
は
じ
ゅ
り
の
印
だ

よ
。
私
の
娘
っ
て
い
う
印
だ
よ
！！
」
と
は
な
ん
と
う
ま

い
表
現
で
し
ょ
う
。
娘
さ
ん
に
対
す
る
深
い
愛
情
が
な

け
れ
ば
、
決
し
て
浮
か
ば
な
い
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
言
葉
を
聞
い
た
と
た
ん
、
み
る
み
る
元
気
に
な
っ

た
樹
里
さ
ん
の
顔
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。

（
橋
本
五
郎
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（宮城県・事務）

［ 家 族 部 門 ］

鈴 木  杏 奈 さ ん

審査員賞

最後までばあちゃんと手を繋いでいたのは私であり、手を離してしまったのも私でし

た。東日本大震災の津波に襲われ私が手を離してしまったからばあちゃんは命を落と

してしまいました。ばあちゃん、本当にごめんなさい。80歳を過ぎてもあの逞しい手

は昔懸命に働いた証です。あの手の感覚を私は今でも覚えています。

手
亡きばあちゃん

杏奈

　38



　

こ
の
度
、
家
族
部
門
に
て
審
査
員
賞
を
頂
き
、
大
変

嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
早
六
年
。
被
災
地
で
は
、
全
国

の
皆
様
か
ら
の
御
支
援
も
あ
っ
て
復
旧
復
興
が
進
み
、

震
災
の
爪
跡
は
消
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
祖
母

と
繋
い
で
い
た
私
の
左
手
の
感
覚
は
今
も
消
え
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
津
波
に
の
ま
れ
た
恐
怖
で
、
祖
母
の

手
を
離
し
て
し
ま
っ
た
自
分
を
責
め
続
け
ま
し
た
。
後

悔
の
な
い
よ
う
に
祖
母
の
分
ま
で
懸
命
に
生
き
て
い
き

ま
す
。

　

時
が
経
つ
に
つ
れ
て
皆
様
の
中
か
ら
「
東
日
本
大
震

災
」
が
薄
れ
て
い
く
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、

こ
れ
を
読
ん
で
一
人
で
も
多
く
の
方
が
、
一
瞬
で
も
震

災
を
思
い
出
し
て
頂
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
六
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。
津
波
の
恐
怖
と
、
家
族
を
助
け
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
と
い
う
自
責
の
念
は
、
歳
月
の
長
さ
も
決
し
て

過
去
の
も
の
に
し
な
い
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
で
も
思
う
の
で
す
。
お
ば
あ
さ
ん
は
天
国
に
い

て
、
杏
奈
さ
ん
が
お
ば
あ
さ
ん
の
手
を
離
さ
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
こ
と
よ
り
も
、
手
を
繋
い
で
く
れ
た
こ
と
を

き
っ
と
感
謝
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
杏
奈

さ
ん
が
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
一
生
懸
命
生
き
て
い
く
こ

と
を
、
手
を
通
じ
て
「
命
の
バ
ト
ン
」
を
し
た
こ
と
を

思
い
な
が
ら
祈
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
と
思
う
の
で

す
。
（
橋
本
五
郎
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（北海道・北海学園大学 3年生）

［ 家 族 部 門 ］

寺 川  亜 由 美 さ ん

審査員賞

私が成人となるまで元気に育ててくれた母。癌を患い、痩せてしまった母。そんな母

と、成人を迎えた今もずっと一緒に居たいと私は願う。まだまだ子供な私は、そんな母

に甘えてしまうこともあるけれど。「寄」り添えば、いつか「奇」跡が起こるかもしれな

い。だから、まだまだそばにいさせて下さい。

寄
母

娘

　40



　

こ
の
度
は
名
誉
あ
る
賞
を
授
与
し
て
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

な
ん
と
受
賞
の
報
せ
を
受
け
た
の
は
私
で
は
な
く
、

奇
し
く
も
贈
り
相
手
の
母
で
し
た
。
一
体
何
の
賞
？
と

驚
い
た
様
子
で
し
た
が
、
正
直
に
「
お
母
さ
ん
に
贈
っ

た
漢
字
」
と
言
う
と
、
受
賞
者
で
あ
る
私
よ
り
も
喜
ん

で
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
私
の
作
品

を
初
め
て
見
た
時
、
母
は
泣
き
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
て
い
な
け
れ
ば
。
賞
を
い
た

だ
く
こ
と
が
な
け
れ
ば
。
私
の
思
い
が
こ
ん
な
に
も

真
っ
直
ぐ
伝
わ
る
事
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
気
持

ち
を
伝
え
る
素
敵
な
場
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
、

改
め
て
感
謝
致
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
家
族
支
え
合
い
、
一
緒
に
生
き
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。
家
族
一
同
よ
り
感
謝
を
込
め
て
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

私
も
癌
の
手
術
を
経
験
し
た
者
と
し
て
思
い
ま
す
。

病
気
は
家
族
を
引
き
離
し
も
す
れ
ば
、
反
対
に
家
族
の

絆
を
い
っ
そ
う
強
固
に
も
し
ま
す
。
亜
由
美
さ
ん
に

と
っ
て
は
、
お
母
さ
ん
へ
の
感
謝
と
元
気
で
い
て
ほ
し

い
と
い
う
気
持
ち
が
さ
ら
に
強
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。「
寄
り
添
え
ば
い
つ
か
奇
跡
が
起
き
る
か
も
し

れ
な
い
」
と
い
う
表
現
に
は
、
奇
跡
を
起
こ
し
て
み
せ

る
と
い
う
強
い
意
志
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
お
母
さ
ん
、

あ
な
た
の
お
陰
で
娘
さ
ん
は
こ
ん
な
に
立
派
に
成
長
さ

れ
た
の
で
す
。
辛
い
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
ぜ
ひ
癌
を
克

服
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
橋
本
五
郎
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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応募された「贈りたい漢字」の字種は
全部門で計 1,736 字でした。

夫婦・恋人部門で応募数が多かった漢字を発表します。

「贈りたい漢字」ランキング

愛1位

謝2位

笑3位

幸4位

夫婦・恋人に

　42



夫
婦
・
恋
人
部
門

審査員賞

43　



（東京都・主婦）

［ 夫 婦 ・ 恋 人 部 門 ］

中 杉  莉 奈 さ ん

審査員賞

「絶対迎えに行くから」地元へ帰る私に、あなたはそう約束してくれました。３年後、

ほんとに迎えにきてくれました。可愛いリングと照れた笑顔をたずさえながら。「今日

のごはんは～？」と聞きながら靴を脱ぐ後ろ姿を迎えられる、今日のこの日に感謝で

す。これからも幸せな日々を迎えていこうね。

迎
けんたろくん

妻

　44



　

こ
の
度
、
審
査
員
賞
と
い
う
す
て
き
な
賞
を
受
賞
で

き
ま
す
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
知
ら
せ
を

い
た
だ
い
た
と
き
は
と
て
も
驚
き
ま
し
た
が
、
喜
び
と

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

漢
字
1
字
で
こ
ん
な
に
も
自
分
の
感
情
を
表
現
で
き

る
の
か
と
、
驚
き
と
楽
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
応
募
し
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

主
人
と
は
遠
距
離
恋
愛
の
末
、
結
婚
し
ま
し
た
。
振

り
返
れ
ば
主
人
か
ら
「
迎
」
と
い
う
気
持
ち
を
贈
っ
て

も
ら
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
今
回
私
が
「
迎
」
と
い
う

字
に
想
い
を
込
め
た
い
と
思
っ
た
の
だ
と
、
今
に
な
っ

て
気
づ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
迎
え
た
日
々
に
感
謝
し

つ
つ
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
毎
日
も
大
切
に
暮
ら
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
で
「
迎
」
と
い
う
字
は
、
私
た
ち
夫
婦

に
と
っ
て
ま
す
ま
す
特
別
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

恋
人
時
代
、
そ
し
て
結
婚
し
た
現
在
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

の
い
ず
れ
に
も
「
迎
」
と
い
う
言
葉
が
柔
ら
か
く
馴
染

ん
で
い
て
素
敵
で
す
ね
。「
お
か
え
り
な
さ
い
！
」
と

笑
顔
で
夫
を
迎
え
る
姿
も
「
迎
」
の
向
こ
う
に
浮
か
び

ま
す
。
キ
ッ
チ
ン
か
ら
は
、
美
味
し
い
夕
食
の
香
が

漂
っ
て
き
て
…
。
幸
せ
い
っ
ぱ
い
の
風
景
で
す
。

　

お
互
い
の
気
持
ち
が
し
っ
か
り
と
向
き
合
っ
て
い
る

状
況
に
は
「
迎
」
と
い
う
漢
字
が
と
て
も
よ
く
似
合
う

の
で
す
ね
。
こ
の
漢
字
一
文
字
か
ら
、
あ
れ
こ
れ
と

ハ
ッ
ピ
ー
な
イ
メ
ー
ジ
が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。

（
や
す
み
り
え
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（大阪府）

［ 夫 婦 ・ 恋 人 部 門 ］

山 田  幸 夫 さ ん

審査員賞

僕たちの38年前の結婚式は雨でした。その後も節目の大切な日には、天の嫌がらせか

と思うくらいに、雨や雪に降られて傘が手放せなかったよね。だけど君は、そんな天候

を苦にするでもなく、その度に「雨、雪の日のよいことは相合傘のできること」と楽し

そうに言う。その笑顔で38年の山谷を越えてきました。ありがとう。

傘
前向きな妻

心配性の夫

　46



　

私
た
ち
の
結
婚
式
は
雨
。
雪
で
空
港
が
閉
鎖
。
新
赴

任
地
へ
向
か
う
新
幹
線
は
暴
風
雨
の
た
め
遅
れ
、
夜
明

け
前
に
閑
散
と
し
た
駅
に
到
着
し
た
。
待
合
室
で
座
ブ

ト
ン
の
敷
か
れ
た
ベ
ン
チ
に
座
り
、
売
店
で
買
っ
た
パ

ン
を
食
べ
な
が
ら
、
私
は
暗
く
深
く
落
ち
込
ん
だ
。
そ

ん
な
時
、
妻
が
楽
し
そ
う
に
「
雨
、
雪
の
良
い
こ
と
は

相
合
傘
の
で
き
る
こ
と
」
と
歌
う
よ
う
に
言
う
。
そ
し

て
、「
暴
風
で
は
傘
さ
せ
な
い
け
ど
ね
」
と
笑
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
38
年
後
、
思
い
出
話
を
し
て
い
る
時
、

妻
は
初
め
て
明
か
し
た
。「
あ
の
待
合
室
の
座
ブ
ト
ン

を
見
た
時
、
本
当
に
情
け
な
く
て
涙
が
出
そ
う
だ
っ

た
」
と
。

　

38
年
間
の
私
た
ち
の
生
活
は
、
雨
の
待
合
室
か
ら
始

ま
っ
た
の
だ
と
感
慨
深
く
想
い
、
応
募
漢
字
は
迷
わ
ず

「
傘
」
と
し
た
。
受
賞
を
二
人
で
喜
ん
で
い
ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

38
年
間
差
し
続
け
た
二
人
の
「
傘
」
。
い
く
つ
も
の
雨

風
を
一
緒
に
し
の
い
で
き
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

「
前
向
き
」
な
妻
と
「
心
配
性
」
の
夫
と
い
う
組
み
合

わ
せ
な
ら
で
は
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
多
々
お
あ
り
な
の
で
は

と
想
像
が
膨
ら
み
ま
す
が
「
傘
」
と
い
う
こ
の
漢
字
も
、

妻
の
明
る
く
前
向
き
な
雰
囲
気
を
し
っ
か
り
表
現
さ
れ
て

い
る
の
だ
と
分
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
二
人
の
仲
の
良

さ
、
信
頼
関
係
を
「
傘
」
と
い
う
漢
字
が
包
み
込
ん
で
く

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
い
ま
の
お
二
人
の
傘
の
色
は
、
幸

せ
色
に
染
ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
（
や
す
み
り
え
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（奈良県・主婦）

［ 夫 婦 ・ 恋 人 部 門 ］

吉 仲  雅 代 さ ん

審査員賞

テレビで夫婦喧嘩していた夫の方が「結婚は妥協ばかりだ」と悪態をついているのを

見ていたあなた。独り言のように「妥協ちゃうねん、譲り合いや」と呟いた事をずっと

忘れていません。言った事をもうあなたは忘れているけど、あなたの相手の事を思いや

る気持ちをとても尊敬しています。

譲
夫 宏之

妻 雅代
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結
婚
し
て
す
ぐ
に
夫
が
呟
い
て
い
た
事
、
次
第
に
そ

の
時
の
感
動
は
薄
れ
て
行
き
、
日
々
の
生
活
に
追
わ
れ

て
い
ま
し
た
。「
あ
な
た
に
贈
り
た
い
」
と
い
う
文
を

目
に
し
た
時
に
私
は
も
う
随
分
長
い
間
、
夫
に
心
を
込

め
た
言
葉
を
伝
え
て
い
な
い
事
に
気
付
き
ま
し
た
。
子

を
育
て
る
同
志
と
し
て
あ
ま
り
に
身
近
過
ぎ
て
、
い
つ

の
間
に
か
自
分
と
も
う
一
つ
の
心
が
あ
る
事
を
忘
れ
て

し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
２
人
の
娘
で
も
な
く
友
人
で
も

な
く
、
夫
に
こ
そ
、
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
べ
き
と

思
い
ま
し
た
。
今
、
薄
れ
て
い
た
過
去
の
言
葉
が
活
字

と
な
り
、
こ
れ
か
ら
歩
む
私
達
家
族
の
道
標
に
な
っ
た

事
、
こ
の
よ
う
な
機
会
に
恵
ま
れ
た
事
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

夫
の
何
気
な
い
一
言
を
、
大
切
な
言
葉
と
し
て
い
つ

ま
で
も
記
憶
し
て
い
る
妻
。
さ
さ
や
か
な
日
常
の
中
に

満
ち
て
い
る
愛
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
作
品
で
す
。

　

夫
婦
と
い
う
人
間
関
係
に
も
欠
か
せ
な
い
「
譲
」
で

す
が
、
こ
の
言
葉
は
、
さ
ら
に
幅
広
い
人
間
関
係
に
通

じ
ま
す
ね
。
そ
し
て
、
日
本
人
の
美
し
い
心
を
想
像
さ

せ
て
く
れ
る
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。
自
分
は
一
歩
引
い

て
、
相
手
を
先
に
。「
お
さ
き
に
ど
う
ぞ
」
と
い
う
振
る

舞
い
も
そ
う
で
す
し
、
出
し
ゃ
ば
ら
ず
に
謙
遜
や
へ
り

く
だ
る
精
神
は
日
本
人
の
誇
る
べ
き
精
神
で
し
ょ
う
。

（
や
す
み
り
え
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

49　



応募された「贈りたい漢字」の字種は
全部門で計 1,736 字でした。

友人・恩人部門で応募数が多かった漢字を発表します。

「贈りたい漢字」ランキング

友1位

笑2位

感3位

楽4位

友人・恩人に
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友
人
・
恩
人
部
門

審査員賞
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（鹿児島県・鹿児島市立鴨池中学校 3年生）

［ 友 人 ・ 恩 人 部 門 ］

内 野  里 香 さ ん

審査員賞
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こ
の
度
は
、
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
賞
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
と
て
も
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
こ
の
賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
し
ゅ
ん
に
も

き
っ
と
私
の
思
い
が
届
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
小
学
生
の
時
は
、
私
と
し
ゅ
ん
と
も
う
一
人

の
友
達
の
三
人
組
は
い
つ
も
一
緒
に
い
ま
し
た
。
そ
し

て
私
が
と
て
も
驚
い
た
こ
と
は
、
も
う
一
人
の
友
達
と

い
う
の
が
、
今
回
、
家
族
部
門
で
審
査
員
賞
を
受
賞
し

た
末
𠮷
樹
里
さ
ん
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
受
賞
を
知
っ

た
と
き
、
末
𠮷
さ
ん
と
飛
び
は
ね
て
喜
び
ま
し
た
。

　

い
つ
か
ま
た
三
人
が
出
会
え
る
こ
と
を
確
信
し
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

「
赤
」
色
を
見
る
と
五
年
前
を
想
い
出
す
。
大
好
き

な
人
を
想
い
出
す
。
だ
け
ど
そ
の
想
い
出
は
な
ぜ
か
寂

し
さ
と
重
な
っ
て
い
る
。
ず
っ
と
一
緒
に
い
て
、
二
人

で
見
た
音
楽
室
か
ら
の
夕
日
は
「
真
っ
赤
」。「
あ
り
が

と
う
」
と
書
い
た
「
赤
い
」
折
り
紙
。
そ
の
時
の
映
像

が
僕
に
も
見
え
る
よ
う
な
「
赤
」
の
強
さ
。「
赤
」
は

情
熱
の
色
。
ず
っ
と
待
っ
て
い
る
色
。
ず
っ
と
纏
わ
り

付
く
色
。
ず
っ
と
寄
り
添
う
色
。「
赤
」。
り
か
さ
ん
に

と
っ
て
好
き
な
人
と
ま
た
会
え
る
色
「
赤
」
で
あ
っ

て
欲
し
い
！！
と
願
い
ま
す
。「
赤
い
糸
」
は
絆
で
す
。

（
ゴ
ル
ゴ
松
本
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（鹿児島県・ブリガムヤング大学ハワイ校 3年生）

下 山  福 太 朗 さ ん

審査員賞

チェ、大学では良き友として、また勉学のライバルとして僕の側にいてくれてありがと

う。韓国では反日本的な雰囲気が蔓延しているそうですが、君はいつも、日本のことを

中立的な立場で理解しようと努めていますね。僕はそんな君を心から尊敬しています。

僕は君から、他人を“解る”ことの重要性を学びました。ありがとう。

解
チェ

福太朗

［ 友 人 ・ 恩 人 部 門 ］
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こ
の
た
び
は
、
大
変
素
晴
ら
し
い
賞
を
賜
り
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
現
在
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
在
籍
し
、
世
界

75
ヶ
国
以
上
か
ら
来
た
学
生
と
共
に
政
治
学
を
学
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
私
は
日
々
、
お
互
い
を
理
解
し

合
う
事
の
重
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
様
々
な
問
題
を

原
因
に
、
世
界
で
は
国
単
位
、
個
人
単
位
で
衝
突
が
起

き
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
問
題
を
解
決
す
る
為
に

必
要
な
事
は
、
た
だ
批
判
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
て
、

建
設
的
な
対
話
を
通
し
て
理
解
し
合
う
事
が
大
切
で

す
。
時
に
は
対
話
が
通
用
し
な
い
相
手
も
い
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
当
の
意
味
で
の
問
題
解
決
を

達
成
す
る
為
に
は
、
時
間
を
か
け
て
お
互
い
が
理
解
し

合
う
事
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
こ
の
真
理

を
、
大
学
の
親
友
の
姿
勢
を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。
こ

の
賞
を
そ
の
友
人
に
捧
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
。 受

賞
コ
メ
ン
ト

　

身
近
に
い
る
「
ラ
イ
バ
ル
」
と
思
っ
て
い
る
友
人
か

ら
、
こ
の
大
学
生
は
「
重
要
」
な
事
を
学
び
ま
し
た
。

「
解
る
・
理
解
す
る
」
「
解
ろ
う
と
す
る
・
理
解
し
よ

う
と
す
る
」
。
名
前
に
あ
る
「
福
」
を
手
に
入
れ
た
瞬

間
で
す
！
福
太
朗
さ
ん
お
め
で
と
う
！
友
人
の
チ
ェ
さ

ん
も
何
か
を
感
じ
、
何
か
を
得
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
言

葉
や
文
化
や
宗
教
の
違
い
で
他
人
や
他
国
を
攻
撃
す
る

だ
け
で
、
自
分
達
さ
え
よ
け
れ
ば
い
い
と
思
う
人
や

国
。
実
は
世
界
中
の
人
達
は
解
っ
て
い
る
は
ず
な
ん
で

す
。
「
平
和
が
一
番
」
だ
と
。「
解
る
事
」
は
「
許
す

事
」
で
も
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
未
来
に
向
か
っ
て

し
か
時
は
進
み
ま
せ
ん
。
春
に
な
る
と
「
雪
解
け
」
が

始
ま
り
ま
す
。
世
界
中
に
「
解
る
」
と
い
う
春
よ
来

い
！
（
ゴ
ル
ゴ
松
本
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（高知県・黒潮町立佐賀小学校 3年生）

［ 友 人 ・ 恩 人 部 門 ］

土 居  遥 さ ん

審査員賞
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わ
た
し
は
、
し
ょ
う
を
も
ら
え
る
な
ん
て
思
っ
て
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

先
生
か
ら

「
お
う
ぼ
し
た
漢
字
が
、
し
ょ
う
に
え
ら
ば
れ
ま
し
た

よ
。」

と
言
わ
れ
て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
思
い
つ
い
た
の

は
「
元
」
と
い
う
漢
字
で
し
た
。
そ
れ
は
、
い
つ
も
わ

た
し
に
話
し
か
け
て
く
れ
る
元
気
で
、
明
る
い
友
だ
ち

の
事
を
、
表
し
て
み
た
い
と
、
思
っ
た
か
ら
で
す
。

し
ょ
う
に
え
ら
ば
れ
た
事
を
友
だ
ち
に
言
う
と
、

「
わ
た
し
の
事
を
書
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
友
だ
ち
の
事
を

書
い
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
友
だ
ち
や
、
い
ろ
い
ろ
な
事
を
漢
字
を

い
っ
ぱ
い
使
っ
て
、
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
わ
た
し

が
書
い
た
、
漢
字
を
え
ら
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

一
緒
に
い
る
と
楽
し
く
な
る
！！
そ
の
素
は
「
元
気
」

な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
も
「
元
気
い
っ
ぱ
い
！！
」
。
今
の

こ
の
気
持
ち
や
感
性
を
ず
っ
と
ず
っ
と
持
ち
続
け
て
欲

し
い
で
す
ね
。

　

日
本
人
は
「
気
」
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
大
気
、
空

気
、
雰
囲
気
、
勇
気
、
気
分
、
気
持
、
天
気
、
気
配
、

気
が
合
う
、
気
品
、
気
質
、
男
気
、
意
気
地
、
や
る

気
、
気
の
せ
い
、
気
が
す
る
…
気
づ
く
…
ま
だ
ま
だ

気
に
な
る
言
葉
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な

「
気
」
の
大
元
が
「
元
気
」
で
す
。
は
る
か
さ
ん
が

贈
っ
た
「
元
」
の
字
は
見
て
い
る
だ
け
で
僕
も
元
気

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
元
気
が
あ
れ
ば
何
で
も
出
来

る
！！
は
る
か
さ
ん
、
い
ち
か
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
元
気

い
っ
ぱ
い
で
友
達
で
い
て
ね
！
命
！
（
ゴ
ル
ゴ
松
本
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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応募された「贈りたい漢字」の字種は
全部門で計 1,736 字でした。

自分部門で応募数が多かった漢字を発表します。

「贈りたい漢字」ランキング

努1位

夢2位

楽3位

笑4位

自分に

　58



自
分
部
門

審査員賞
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（広島県・主婦）

川 瀬  宏 美 さ ん

審査員賞

最近子供たちを怒ってばかり。イライラが顔にでてますよ。

鏡を見てください、こわーい顔した鬼がいるから！

鬼
自分

自分

［ 自 分 部 門 ］
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こ
の
度
は
審
査
員
賞
を
頂
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
入
賞
す
る
と
は
夢
に
も
思
わ
ず
、
本
当

に
驚
き
ま
し
た
。

 

『
鬼
』
と
い
う
漢
字
で
入
賞
し
た
こ
と
を
家
族
に
伝

え
た
と
こ
ろ
、
小
学
2
年
生
の
息
子
が
「
鬼
の
よ
う
に

怒
る
け
え
じ
ゃ
ろ
」
と
ニ
ヤ
リ
。
鬼
の
よ
う
に
怒
る
こ

と
を
評
価
し
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
だ
よ
、

と
思
い
つ
つ
、
息
子
は
や
は
り
そ
う
思
っ
て
い
た
の
だ

と
改
め
て
確
認
し
た
次
第
で
す
。

　

子
育
て
は
自
分
育
て
だ
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
イ
ラ

イ
ラ
、
ガ
ミ
ガ
ミ
の
「
鬼
の
母
」
か
ら
、
穏
や
か
に
、

静
か
に
た
し
な
め
る
こ
と
の
で
き
る
「
仏
の
母
」
に
成

長
で
き
る
よ
う
、
心
の
鍛
錬
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 受

賞
コ
メ
ン
ト

　

漢
字
は
三
千
数
百
年
前
の
古
代
中
国
で
つ
く
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
成
り
立
ち
に
は
古
代
中
国
に
生
き
て
い
た

人
々
の
眼
差
し
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

「
鬼
」
の
漢
字
の
成
り
立
ち
を
調
べ
る
と
、
古
代
中

国
で
は
人
が
亡
く
な
る
と
こ
の
世
の
人
間
と
は
異
な
る

大
き
な
頭
を
持
っ
た
姿
に
な
り
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
鬼

と
考
え
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
う
し
た
得
体
の
知

れ
な
い
も
の
へ
の
畏
怖
が
鬼
の
イ
メ
ー
ジ
を
産
み
出
し

て
き
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
思
え
ば
鬼
は

ど
ん
な
人
の
中
に
も
隠
れ
て
い
る
も
の
を
表
わ
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
本
語
の
オ
ニ
は
隠
（
オ

ン
）
の
音
か
ら
つ
く
ら
れ
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　

誰
も
が
抱
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
“
鬼
”
を
、
自

分
と
照
ら
し
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
言
葉
で
語
り
見
つ
め
る

川
瀬
さ
ん
の
感
覚
に
審
査
員
賞
を
贈
り
ま
す
。

（
華
雪
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（大阪府・東大阪市立枚岡中学校 1年生）

［ 自 分 部 門 ］

野 澤  花 さ ん

審査員賞
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私
は
中
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
こ
の
一
年
、
決
意

は
か
た
く
な
り
ま
し
た
。
岩
の
よ
う
に
か
と
い
わ
れ

れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
・
・
・
。
岩
の
か
っ
こ
い
い
と
こ
ろ
は
、
三
つ
あ
り

ま
す
。
ま
ず
一
つ
、
か
た
い
。
二
つ
、
が
ま
ん
強
い
。

三
つ
、
ま
わ
り
に
流
さ
れ
な
い
。
こ
の
世
界
で
、
流
さ

れ
ず
に
自
分
の
意
志
を
つ
ら
ぬ
く
と
い
う
の
は
、
と
て

も
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
わ
り
に
流
さ
れ

て
、
の
ま
れ
て
変
わ
る
こ
と
は
自
然
な
こ
と
で
す
。
で

も
、
自
分
の
意
志
を
つ
ら
ぬ
い
て
、
か
た
い
決
意
で
、

正
し
い
こ
と
を
し
て
急
な
流
れ
に
逆
ら
う
。
そ
ん
な
生

き
方
が
か
っ
こ
い
い
で
す
。
だ
か
ら
私
は
岩
の
よ
う
に

生
き
ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

三
千
数
百
年
前
の
古
代
中
国
で
つ
く
ら
れ
た
と
い
う

「
岩
」
の
漢
字
の
成
り
立
ち
は
、
山
の
上
に
岩
石
が
積

み
重
な
っ
て
い
る
か
た
ち
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の

人
た
ち
に
と
っ
て
の
「
岩
」
は
、
岩
そ
の
も
の
だ
け
で

は
な
く
、
そ
う
し
た
岩
が
あ
る
場
所
も
表
わ
す
神
聖
な

も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

長
い
時
間
、
多
く
の
ひ
と
た
ち
の
間
で
使
わ
れ
な
が

ら
生
き
延
び
て
き
た
漢
字
に
は
、
様
々
な
イ
メ
ー
ジ
や

意
味
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
野
澤
さ
ん
に

と
っ
て
「
岩
」
の
字
は
我
慢
強
さ
の
シ
ン
ボ
ル
な
の
で

す
ね
。
ひ
と
つ
の
漢
字
に
何
か
を
思
い
浮
か
べ
る
と

き
、
そ
こ
に
あ
る
の
は
わ
た
し
た
ち
自
身
の
気
持
ち
の

有
り
様
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

「
岩
」
の
字
を
傍
ら
に
こ
れ
か
ら
の
中
学
生
活
を
過

ご
さ
れ
る
野
澤
さ
ん
を
応
援
し
、
審
査
員
賞
を
贈
り
ま

す
。
（
華
雪
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（大阪府）

松 本  禎 子 さ ん

審査員賞

どちらかと言えば弱虫で引っ込み思案な性格であった私。父を中一で亡くし、残された

家族と生活するのが精いっぱいの人生でした。それでも母親の介護を思い残すこと無く

やり終え、自分で大学まで行き、定年まで働きました。

還暦を迎え1歳から生まれなおし、学び遊び鍛え死ぬその日まで人生を全うしていきます。

還
これからの自分

いままでの自分

［ 自 分 部 門 ］

　64



　

以
前
介
護
の
職
場
で
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
来
た
学
生
さ

ん
に
仕
事
を
教
え
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
大
学
入
学

前
の
休
み
を
利
用
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し
た
。
私

の
拙
い
英
語
に
も
察
し
が
良
く
仕
事
の
飲
み
込
み
も
早

く
、
み
る
み
る
う
ち
に
日
本
語
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。

彼
女
達
の
メ
モ
に
は
カ
タ
カ
ナ
で
も
ひ
ら
が
な
で
も
な

い
ブ
ロ
ッ
ク
体
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
並
ん
で
い
ま
し

た
。
私
は
自
分
の
メ
モ
に
木
は
ｗ
ｏ
ｏ
ｄ
、
木
を
二
つ

書
い
て
林
、
三
つ
で
森
ｗ
ｏ
ｏ
ｄ
ｓ
と
木
の
絵
も
書
き

漢
字
の
お
も
し
ろ
さ
を
説
明
し
ま
し
た
。
「
お
ー
！
」

と
喜
ん
で
も
ら
っ
た
時
、
私
の
片
言
の
英
語
が
通
じ
た

事
よ
り
漢
字
の
お
も
し
ろ
さ
を
説
明
で
き
た
事
の
方
が

誇
ら
し
か
っ
た
の
が
今
も
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
漢
字
と
の
数
あ
る
良
い
思
い
出
の
中
の
ひ

と
つ
で
す
。
受
賞
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

「
還
」
の
漢
字
を
字
典
で
調
べ
る
と
、
そ
の
成
り
立

ち
は
古
代
中
国
の
儀
式
に
遡
り
ま
す
。
そ
れ
は
死
者
の

衣
装
の
襟
元
に
玉

ぎ
ょ
く

を
置
き
、
そ
こ
に
生
命
の
証
で
あ
る

目
を
書
き
込
み
、
そ
の
人
が
生
き
返
る
こ
と
を
願
う
様

子
を
描
い
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
弱
虫
で
引
っ
込
み
思
案
な
性
格
」
だ
っ
た
と
い
う

松
本
さ
ん
が
還
暦
を
迎
え
生
ま
れ
な
お
さ
れ
る
ま
で
過

ご
さ
れ
て
き
た
時
間
を
、
こ
の
「
還
」
の
字
の
成
り
立

ち
と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
思
う
と
、
生
ま
れ
た
干
支
に

か
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
還
暦
も
ま
た
人
が
生
き
返
る

こ
と
を
願
い
つ
く
ら
れ
た
言
葉
な
の
だ
と
教
え
ら
れ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

松
本
さ
ん
が
「
生
ま
れ
な
お
し
」
、
こ
れ
か
ら
は
じ

ま
る
時
間
が
ま
す
ま
す
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
願

い
、
審
査
員
賞
を
贈
り
ま
す
。
（
華
雪
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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作
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佳作

［ 家 族 部 門 ］

小
さ
な
畳
店
を
営
む
我
が
家
。（
疊
）畳
の
字
の
由
来
は“
同

じ
も
の
を
重
ね
る
”
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
る
そ
う
で

す
。
毎
日
同
じ
よ
う
な
朝
を
迎
え
、
同
じ
よ
う
な
、
そ
れ
で

い
て
か
け
が
え
の
な
い
毎
日
を
い
つ
ま
で
も
続
け
て
い
き
た

い
で
す
。

愛する家族

【贈りたい相手】

ママ

【贈り主】

遠 

藤
　
仁 
美 
さ
ん

小
さ
い
頃
か
ら
我
が
家
の
家
計
は
、
あ
な
た
が
洋
裁
を
し
て

得
る
手
間
賃
で
支
え
て
い
ま
し
た
。
裁
断
し
た
布
を
、
糸
で
縫

い
合
わ
せ
て
い
ろ
ん
な
洋
服
が
で
き
る
様
子
を
、
私
は
見
て
育

ち
ま
し
た
。
時
に
は
そ
ば
で
針
に
糸
を
通
し
て
ち
ょ
っ
と
だ
け

お
手
伝
い
。
貧
し
く
も
、
あ
な
た
の
そ
ば
は
安
ら
ぎ
の
場
で
し

た
。
余
り
ぎ
れ
で
、
私
の
服
も
縫
い
、
ほ
ぼ
徹
夜
で
少
し
ず
つ

お
金
を
た
め
て
、
私
を
大
学
に
通
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
な

た
が
糸
で
つ
な
い
で
作
っ
た
洋
服
は
何
百
枚
…
。
私
の
制
服
、

大
学
の
入
学
式
で
着
た
ス
ー
ツ
も
全
て
あ
な
た
が
作
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
糸
を
た
ど
る
よ
う
に
、
思
い
出
と
感
謝
が
途
切
れ
な

く
思
い
浮
か
び
ま
す
。
私
の
今
は
、
あ
な
た
が
縫
っ
た
糸
で
つ

く
ら
れ
た
、
そ
ん
な
感
じ
が
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
。

お母さん

【贈りたい相手】

一人娘の夕子

【贈り主】

門
脇 

夕
子
さ
ん

（
宮
城
県
・
会
社
員
）

（
岩
手
県
・
教
員
）
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お
か
あ
さ
ん
の
手
は
ふ
し
ぎ
な
手
だ
ね
。
り
の
に
さ
わ
っ

た
だ
け
で
お
ね
つ
が
あ
る
っ
て
わ
か
る
か
ら
。
り
の
は
、
お

か
あ
さ
ん
の
手
で
ぎ
ゅ
っ
て
し
て
も
ら
う
の
が
大
す
き
だ

よ
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
し
て
ね
。

おかあさん

【贈りたい相手】

りの

【贈り主】

後
上 

凛
乃
さ
ん

あ
な
た
は
、
本
当
に
猿
だ
っ
た
ん
で
す
か
。
食
べ
物
は
何

が
す
き
な
ん
で
す
か
。
兄
弟
の
猿
は
い
ま
す
か
。
せ
は
高
い

で
す
か
。
走
る
の
は
早
い
で
す
か
。
む
か
し
の
猿
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
あ
い
た
い
な
。

久
我 

美
麻
彩
さ
ん おばあちゃんのおばあちゃんの

おばあちゃんのおばあちゃん

【贈りたい相手】

わたし

【贈り主】

（
福
岡
県
・
福
岡
海
星
女
子
学
院
附
属
小
学
校
３
年
生
）

（
埼
玉
県
・
越
谷
市
立
花
田
小
学
校
１
年
生
）
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佳作

［ 家 族 部 門 ］

弟
よ
。
思
春
期
な
の
は
分
か
っ
て
る
。
で
も
「
行
っ
て
き

ま
す
。」「
た
だ
い
ま
。」
ぐ
ら
い
は
言
い
な
さ
い
。
俺
も
確
か

に
そ
の
時
期
は
あ
っ
た
。
で
も
高
校
生
に
な
っ
て
親
の
立
場

に
な
っ
て
見
た
と
き
結
構
心
配
に
な
る
し
、
寂
し
い
気
持
ち

に
な
る
と
思
う
。
だ
か
ら
こ
の
２
つ
の
言
葉
だ
け
は
言
い
な

さ
い
。
家
族
は
そ
れ
だ
け
で
安
心
す
る
か
ら
。 思春期の弟

【贈りたい相手】

兄

【贈り主】

松
浦 
歩
武
さ
ん

43
歳
で
全
盲
に
な
っ
て
か
ら
按
摩
の
腕
ひ
と
つ
で
私
の
主
人

を
立
派
に
育
て
あ
げ
た
お
父
さ
ん
。
貴
方
の
瞼
の
中
に
は
子
供

の
ま
ま
の
明
男
が
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
50
歳
の
明
男
は
、
お

父
さ
ん
と
瓜
二
つ
で
す
よ
。
大
変
な
苦
労
も
沢
山
あ
っ
た
で

し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
は
、
私
が
お
父
さ
ん
の
目
に
な
る
の
で
楽

し
く
お
出
掛
け
し
ま
し
ょ
う
ね
。

義父

【贈りたい相手】

嫁

【贈り主】

山
野 

浩
美
さ
ん

目

（
福
島
県
・
聖
光
学
院
高
等
学
校
２
年
生
）

（
茨
城
県
・
主
婦
）
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私
が
生
ま
れ
て
20
年
が
経
ち
ま
し
た
。
成
人
に
な
り
私
は

た
く
さ
ん
の
人
に
お
祝
い
さ
れ
た
け
ど
、
私
は
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
を
お
祝
い
し
た
い
で
す
。二
人
が
私
の
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
に
な
っ
て
20
年
に
な
り
ま
し
た
。
私
優
先
の
生
活

が
始
ま
っ
て
20
年
で
す
。
私
は
も
う
大
丈
夫
。
肩
の
荷
を
降

ろ
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
を
第
一
に
ね
。
祝
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
の
成
人
式
。

お父さん、お母さん

【贈りたい相手】

娘

【贈り主】

匿
名
希
望

2
0
1
5
年
6
月
に
亡
く
な
っ
た
祖
父
に
贈
り
ま
し
た
。

も
と
も
と
学
校
の
国
語
の
先
生
だ
っ
た
祖
父
に
習
っ
た
漢
字

で
す
。
小
学
校
1
年
生
の
と
き
に
教
え
て
も
ら
っ
た
の
で
難

し
か
っ
た
の
で
す
が
、
半
紙
に
墨
で
綺
麗
に
書
い
て
も
ら
っ

た
の
を
今
で
も
覚
え
て
ま
す
。
誰
か
を
疑
う
よ
り
信
じ
る
こ

と
を
増
や
せ
ば
、
幸
せ
が
い
っ
ぱ
い
お
前
の
と
こ
ろ
に
来
る

よ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

おじいちゃん

【贈りたい相手】

私

【贈り主】

匿
名
希
望

祝

信

（
茨
城
県
・
国
際
教
養
大
学
２
年
生
）

（
北
海
道
・
函
館
白
百
合
学
園
高
等
学
校
３
年
生
）
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佳作

（
東
京
都
・
主
婦
）

（
岩
手
県
・
看
護
師
）

い
ろ
い
ろ
悪
さ
し
た
あ
な
た
を
許
し
た
い
け
ど
、
原
因
は

私
に
も
あ
る
。

厳
し
く
言
っ
て
窮
屈
な
思
い
を
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

あ
な
た
と
私
の
間
の
糸
を
少
し
緩
め
た
ら
い
い
の
か
な
。

許
す
と
い
う
よ
り
、
緩
そ
う
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
思
春
期
に
入
る
あ
な
た
。

私
は
こ
の
糸
を
少
し
緩
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

悩ましい息子

【贈りたい相手】

悩める母

【贈り主】

匿
名
希
望

震
災
で
失
っ
た
大
事
な
命
。
警
察
官
の
夢
が
叶
っ
て
、
こ
れ

か
ら
も
っ
と
仕
事
を
頑
張
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
っ
て

幸
せ
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
命
。
今
を
生
き
て
る
こ
と
、
夢
を
叶

え
て
仕
事
が
で
き
て
い
る
こ
と
、
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
い
る
こ

と
、
支
え
て
く
れ
る
両
親
、
恋
人
が
い
る
こ
と
。
そ
ん
な
叶
え

た
か
っ
た
思
い
や
夢
は
、
私
が
お
兄
ち
ゃ
ん
の
分
ま
で
叶
え
て

い
く
か
ら
ね
。

天国の兄

【贈りたい相手】

妹

【贈り主】

匿
名
希
望

緩

夢

［ 家 族 / 夫 婦 ・ 恋 人 ］
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（
東
京
都
・
パ
ー
ト
）

（
広
島
県
・
広
島
県
立
神
辺
高
等
学
校
３
年
生
）

君
が
急
逝
し
て
６
年
。
ず
っ
と
寂
し
く
切
な
か
っ
た
。
で

も
そ
ち
ら
で
の
再
会
の
日
を
心
の
支
え
に
生
き
て
き
ま
し
た
。

そ
ち
ら
へ
旅
す
る
と
き
は
土
産
話
を
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
い
く

か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。
持
ち
切
れ
な
か
っ
た

ら
途
中
ま
で
迎
え
に
来
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
よ
。
君
の
道
案

内
で
行
く
旅
、
最
高
で
す
。
だ
か
ら
、
し
ば
ら
く
は
生
ま
れ

変
わ
ら
ず
に
待
っ
て
て
ね
。

妻

【贈りたい相手】

夫

【贈り主】

奥
田 

益
也
さ
ん

友
達
の
頃
は
知
ら
な
か
っ
た
。
こ
ん
な
に
オ
タ
ク
だ
な
ん

て
。
本
当
。
中
学
の
頃
は
知
ら
な
か
っ
た
。
こ
ん
な
に
ヘ
タ

レ
だ
な
ん
て
。
ほ
ん
っ
と
う
に
。
恋
人
に
な
っ
て
知
っ
た
。

こ
ん
な
に
可
愛
く
て
、
同
じ
趣
味
で
す
て
き
な
人
だ
っ
て
。

本
当
だ
よ
。

元友達

【贈りたい相手】

今の彼女

【贈り主】

神
原 

茉
純
さ
ん

旅
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佳作

［ 夫 婦 ・ 恋 人 部 門 ］

腰
を
さ
す
り
な
が
ら
歩
い
て
い
る
。
日
に
焼
け
た
顔
に
し

み
が
目
立
つ
。
髪
の
毛
も
ま
っ
白
。
で
も
え
え
ね
ん
。
か
っ

こ
良
か
っ
た
頃
、
知
っ
て
る
か
ら
。
一
緒
に
歩
い
て
き
た
事

が
最
高
や
っ
た
か
ら
。
も
う
ち
ょ
っ
と
一
緒
に
歩
こ
な

！！

夫

【贈りたい相手】

妻

【贈り主】

多
幾
山 
昌
子
さ
ん

毎
日
の
散
歩
に
欠
か
せ
な
い
も
の
は
、
あ
な
た
が
縋
る
一
本

の
杖
。
そ
し
て
、
段
差
や
縁
石
を
避
け
る
の
に
必
要
な
の
は
、

私
の
右
手
。
私
の
右
手
に
安
心
し
て
縋
っ
て
く
る
あ
な
た
を
、

い
つ
も
愛
お
し
い
と
思
っ
て
い
る
わ
。
何
よ
り
も
、
今
の
二
人

に
一
番
大
切
な
の
は
「
お
互
い
を
思
い
や
る
心
の
杖
」
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
お
互
い
に
相
手
の
杖
に
な
っ
て
生
き
て
い
き
ま

し
ょ
う
ね
。

あなた

【贈りたい相手】

妻

【贈り主】

中
村 

実
千
代
さ
ん

（
大
阪
府
・
塾
講
師
）

（
栃
木
県
）
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大
き
な
瞳
に
大
き
な
口
。
大
き
な
手
に
大
き
な
足
。
つ
い

で
に
態
度
も
大
き
く
て
。そ
ん
な
あ
な
た
の
心
は
、繊
細
な“
ガ

ラ
ス
の
ハ
ー
ト
”。
割
れ
な
い
よ
う
に
、
大
き
な
心
で
包
む
の

が
、
小
さ
な
私
に
で
き
る
こ
と
。
正
反
対
の
私
達
。
左
右
の

バ
ラ
ン
ス
と
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
歩
い
て
い
き
ま
し
ょ

う
ね
。

主人

【贈りたい相手】

妻

【贈り主】

松
田 

光
子
さ
ん

知
り
合
っ
た
の
が
お
互
い
30
代
半
ば
だ
っ
た
８
年
前
。
2

人
と
も
「
売
れ
残
り
」
に
な
り
か
け
て
い
た
年
齢
で
し
た
ね
。

そ
れ
か
ら
結
婚
し
て
7
年
。

お
互
い
そ
の
歳
ま
で
売
れ
残
っ
て
い
た
の
は
必
然
だ
っ
た

ん
だ
ね
。

今
で
は
こ
の
数
千
万
分
の
一
の
奇
跡
に
ホ
ン
ト
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

残
り
も
の
に
大
き
な
福
が
あ
り
ま
し
た
。

妻

【贈りたい相手】

夫

【贈り主】

匿
名
希
望 福

（
広
島
県
・
ペ
ン
、
書
道
講
師
）

（
千
葉
県
・
会
社
員
）
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佳作

［ 夫 婦 ・ 恋 人 部 門 ］

い
つ
ま
で
も
若
く
い
た
い
の
に
、
あ
な
た
の
せ
い
で
皺
が

増
え
る
一
方
。

ま
っ
た
く
ど
う
し
て
く
れ
る
の
よ
、
実
際
よ
り
老
け
て
み

ら
れ
る
じ
ゃ
な
い
の
！

ケ
ン
カ
の
と
き
ま
で
冗
談
で
切
り
返
す
の
や
め
て
く
れ
な

い
？あ

な
た
が
い
つ
も
沢
山
笑
わ
せ
る
せ
い
で
目
元
や
口
に
皺

が
刻
ま
れ
る
の
よ
。

皺
だ
ら
け
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
も
最
後
ま
で
責
任

取
っ
て
も
ら
う
か
ら
ね
！

夫

【贈りたい相手】

妻

【贈り主】

匿
名
希
望

出
産
し
て
か
ら
、
娘
の
こ
と
ば
か
り
な
私
。
私
の
手
は
、
今

じ
ゃ
娘
専
用
の
手
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
気
付
い
た
。
夜
私
が
寝
て
い
る
時
、
あ
な
た
は
こ
っ

そ
り
と
私
の
手
を
握
っ
て
必
ず
眠
る
。

そ
れ
が
嬉
し
く
て
毎
晩
寝
た
ふ
り
を
し
て
る
よ
。
娘
専
用
の

手
だ
と
思
っ
て
た
け
ど
、
そ
う
で
も
な
か
っ
た
み
た
い
だ
ね
！

こ
れ
か
ら
も
手
を
取
り
合
っ
て
日
々
歩
ん
で
い
こ
う
ね
。

素敵な旦那の慎太郎

【贈りたい相手】

えり

【贈り主】

匿
名
希
望

皺
（
神
奈
川
県
・
パ
ー
ト
）

（
北
海
道
・
パ
ー
ト
） 手
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「
お
母
さ
ん
、
見
て
、
朝
顔
咲
い
た
よ
」

「
お
母
さ
ん
、
今
日
の
運
勢
、
大
吉
だ
っ
て
」

「
お
母
さ
ん
、
一
緒
に
散
歩
し
よ
う
」

「
お
母
さ
ん
、
ビ
ー
ル
半
分
こ
し
よ
う
」

「
お
母
さ
ん
、
月
が
き
れ
い
だ
ね
」

お
父
さ
ん
、
あ
な
た
は
朝
か
ら
晩
ま
で
「
お
母
さ
ん
、
お

母
さ
ん
」
言
い
過
ぎ
で
す
。

け
ど
、
こ
れ
か
ら
も
何
億
回
も
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。「
ね
、

お
父
さ
ん
」

お父さん

【贈りたい相手】

お母さん

【贈り主】

匿
名
希
望

す
み
ま
せ
ん
、
隠
れ
て
タ
バ
コ
を
吸
い
ま
し
た
。

大
し
た
額
で
は
な
い
で
す
が
へ
そ
く
り
用
の
隠
し
口
座
が

あ
り
ま
す
。

隠
し
て
い
ま
す
が
グ
ラ
ス
を
1
つ
割
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
隠
し
続
け
ま
す
。

普
段
は
隠
し
て
い
ま
す
が
愛
し
て
い
ま
す
。

匿
名
希
望 隠

億

妻

【贈りたい相手】

夫

【贈り主】

（
埼
玉
県
・
会
社
員
）

（
福
井
県
）
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佳作

［ 友 人 ・ 恩 人 部 門 ］

女
性
の
Ｙ
先
生
は
い
つ
も
お
決
ま
り
の
黒
い
服
を
着
て
、

私
た
ち
に
数
学
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
私
た
ち
に
熱
心
に
教

え
る
あ
ま
り
、
先
生
の
手
は
チ
ョ
ー
ク
の
粉
だ
ら
け
。
そ
れ

に
加
え
、
先
生
は
そ
の
手
を
服
で
ふ
く
の
で
、
黒
い
服
が
ほ

と
ん
ど
白
く
な
り
、
白
い
服
に
。
で
も
先
生
は
全
く
気
に
せ

ず
授
業
を
熱
心
に
続
け
ま
す
。
こ
の
白
い
汚
れ
は
、
私
た
ち

に
一
生
懸
命
教
え
て
く
れ
る
熱
意
の
証
だ
と
思
い
ま
す
。
先

生
、
い
つ
も
熱
心
に
教
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！

Ｙ先生

【贈りたい相手】

一人の女子生徒

【贈り主】

上
田 
侑
季
さ
ん

「
忘
れ
る
と
い
う
字
は
心
が
亡
ぶ
と
書
き
ま
す
」。
担
任
の

先
生
か
ら
心
の
死
亡
診
断
を
受
け
た
私
は
，
確
か
に
忘
れ
ま

く
っ
て
い
た
。
宿
題
、
当
番
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
う
こ
と
を

忘
れ
て
そ
の
ま
ま
登
校
し
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
私
が
選
ん
だ

職
業
は
、あ
ろ
う
こ
と
か
教
師
で
あ
る
。
先
生
、俺
忘
れ
な
か
っ

た
よ
！
諦
め
ず
叱
っ
て
く
れ
た
先
生
の
あ
っ
た
か
い
心
だ
け

は
。

先生

【贈りたい相手】

忘れ物隊長

【贈り主】

祖
母
井 

靖
さ
ん

忘

（
大
阪
府
・
四
條
畷
学
園
中
学
校
３
年
生
）

（
岡
山
県
・
教
員
）
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高
校
に
入
学
し
た
時
、
私
は
不
安
な
こ
と
ば
か
り
、
緊
張

ば
っ
か
り
し
て
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
だ
せ
ず
に
い
ま
し

た
。
ま
る
で
シ
ャ
ー
ペ
ン
の
よ
う
で
、シ
ャ
ー
ペ
ン
は
、「
芯
」

が
な
い
と
な
り
た
た
な
く
て
、
そ
の
時
の
私
に
は
「
芯
」
と

な
る
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
真
衣
が
同

じ
ク
ラ
ス
で
、
い
つ
も
一
緒
に
い
て
く
れ
る
よ
う
な
存
在
に

な
っ
て
、
今
で
は
心
友
と
も
呼
べ
ま
す
。
芯
が
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
シ
ャ
ー
ペ
ン
が
シ
ャ
ー
ペ
ン
と
し
て
使
え
る
こ
と
と

同
じ
で
、
真
衣
が
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
が
私
ら
し
く
生

活
で
き
て
い
ま
す
。
今
で
は
、真
衣
は
私
の
「
芯
」
で
あ
り
、

中
心
に
い
ま
す
。
い
つ
も
、
あ
り
が
と
う
。

真衣

【贈りたい相手】

奈菜美

【贈り主】

奥
原 

奈
菜
美
さ
ん

父
と
の
不
和
で
グ
レ
て
い
た
高
三
の
私
。
そ
の
私
に
君
が

く
れ
た
走
り
書
き
。「
人
前
で
い
た
ず
ら
に
悩
み
を
撒
き
散
ら

す
は
、
心
猛
き
人
に
ふ
さ
わ
し
か
ら
ぬ
業
な
り
」。
そ
の
中
の

「
心
猛
き
（
＝
雄
々
し
い
心
の
）
人
」
と
い
う
一
言
が
、
私

に
見
失
っ
て
い
た
自
覚
と
誇
り
を
取
り
戻
さ
せ
た
。
お
さ
げ

髪
の
君
が
書
い
た
あ
の
言
葉
、
八
十
四
歳
に
な
っ
た
今
も
私

を
支
え
続
け
て
い
る
。

鬼
平 

一
雄
さ
ん

燦
HR 委員のお米屋の
お嬢さん

【贈りたい相手】

【贈り主】

足手まといの HR 委
員相棒

（
長
野
県
・
長
野
県
穂
高
商
業
高
等
学
校
１
年
生
）

（
栃
木
県
）
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佳作

［ 友 人 ・ 恩 人 部 門 ］

出
会
っ
て
、
ま
だ
３
ヶ
月
、
君
た
ち
の
こ
と
を
全
て
分
か
っ

て
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
け
れ
ど
、君
た
ち
と
同
じ「
空
間
」、

同
じ
「
時
間
」
を
共
に
過
ご
し
て
、「
間
」
に
い
る
と
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
も
ら
え
る
。
自
分
が
「
お
日
様
」
に
な
っ
た
よ
う

に
。
あ
り
が
と
う
。
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
で
い
る
と
き
、
私
と

同
じ
よ
う
に
「
時
間
」
と
「
空
間
」
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。

そ
う
し
た
ら
最
高
の
「
仲
間
」
に
な
れ
る
。

１年１組のみんな

【贈りたい相手】

炎の担任

【贈り主】

小
林 
大
志
さ
ん

高
校
3
年
時
の
担
任
で
あ
り
、
目
の
手
術
の
失
敗
で
周
り
が

ほ
と
ん
ど
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
暗
と
い
う
文
字

は
暗
い
、
暗
記
、
暗
黒
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
先
生
が
最
も
嫌
っ

て
い
た
文
字
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
文
字
に
は
人
知
れ
ず
と
い

う
意
味
も
あ
り
ま
す
。
表
に
は
出
さ
な
い
け
ど
人
知
れ
ず
に
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
い
た
あ
な
た
に
退
職
祝
い
の
意
も
込
め
て
こ

の
言
葉
を
贈
り
ま
す
。

三角先生

【贈りたい相手】

僕

【贈り主】

坂
口 

聖
也
さ
ん

暗

（
神
奈
川
県
・
教
員
）

（
三
重
県
・
会
社
員
）
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横
山
く
ん
い
つ
も
遊
ん
で
く
れ
る
け
ど
遊
べ
な
い
日
は
え

ん
り
ょ
せ
ず
言
っ
て
も
い
い
ん
だ
よ
。
そ
う
い
う
と
き
は
、

ぼ
く
も
一
人
で
遊
ぶ
か
ら
。
友
だ
ち
だ
か
ら
伝
え
た
く
て
。

あ
り
が
と
ね
。

横山くん

【贈りたい相手】

しゅうや

【贈り主】

庄
崎 

秀
哉
さ
ん

今
か
ら
５
年
前
の
東
日
本
大
震
災
で
、
私
た
ち
家
族
が
津

波
に
流
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
助
け
て
い
た
だ
き
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
自
分
も
怖
い
は
ず
な
の
に
、

必
死
で
助
け
て
く
れ
て
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
に
「
命
」
の
大
き
さ
を
教
え
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
恩
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。
保
原
さ
ん
に

救
っ
て
い
た
だ
い
た
「
命
」
を
大
切
に
し
、
こ
れ
か
ら
も
生

き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

命の恩人の保原さん

【贈りたい相手】

末永琉衣

【贈り主】

末
永 

琉
衣
さ
ん

（
福
岡
県
・
福
岡
海
星
女
子
学
院
附
属
小
学
校
3
年
生
）

（
宮
城
県
・
石
巻
市
立
桜
坂
高
等
学
校
1
年
生
）
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佳作

君
が
糖
尿
病
の
悪
化
で
失
明
し
て
自
暴
自
棄
に
な
っ
て
い

る
と
聞
き
心
配
し
て
い
る
。
非
情
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ま

君
が
置
か
れ
て
い
る
「
闇
」
と
い
う
世
界
を
直
視
す
る
こ
と

を
あ
え
て
奨
め
る
。「
闇
」
と
い
う
字
の
中
に
は
「
音
」
が
隠

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
君
に
し
か
聞
き
と
れ
な
い
音
が
あ

る
は
ず
だ
。
そ
の
新
し
い
音
が
き
っ
と
君
の
生
き
方
を
教
え

て
く
れ
る
と
信
じ
る
。

学友 H 君

【贈りたい相手】

莫逆の友

【贈り主】

谷
森 
深
さ
ん

「
決
し
て
驕
る
な
。
驕
っ
た
ら
負
け
る
」
県
で
３
位
に
な
っ

た
時
、
先
生
が
僕
達
に
く
れ
た
言
葉
で
す
。
う
か
れ
て
い
る
時

に
こ
の
言
葉
を
聞
き
、
と
て
も
気
持
ち
が
引
き
締
ま
り
ま
し

た
。
先
生
は
転
任
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、「
驕
る
な
（
う
か
れ

る
な
。
相
手
を
下
に
見
る
な
。）」
こ
の
言
葉
を
胸
に
高
校
で
も

バ
レ
ー
を
や
り
、
必
ず
活
躍
す
る
選
手
に
な
っ
て
み
せ
ま
す
。

青柳先生

【贈りたい相手】

長谷川諒人

【贈り主】

長
谷
川 

諒
人
さ
ん

闇
［ 友 人 ・ 恩 人 / 自 分 部 門 ］

（
兵
庫
県
・
会
社
員
）

（
福
島
県
・
柳
津
町
立
柳
津
中
学
校
３
年
生
）
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私
が
、
つ
い
言
っ
て
し
ま
っ
た
一
言
に
息
子
が
言
い
放
っ

た
言
葉
。「
母
ち
ゃ
ん
が
我
慢
し
て
た
っ
て
?!　

頼
ん
で
な
い

よ
！！　

母
ち
ゃ
ん
が
い
な
い
な
ら
い
な
い
な
り
に
す
る
ん
だ

よ
！！　

好
き
な
事
し
ろ
よ

！！　

ど
う
せ
出
来
な
い
っ
て
い
う

け
ど
や
ら
せ
て
も
い
な
い
く
せ
に
言
う
な

！！
」
こ
の
日
を
境

に
私
は
○
○
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
を
少
し
卒
業
さ
せ
て
も
ら

い
、一
個
人
と
し
て
の
時
間
を
も
つ
よ
う
に
し
ま
し
た
。
テ
ー

ブ
ル
の
上
に
「
夕
食
は
各
自
で
」
と
書
き
残
し
て
。

自分

【贈りたい相手】

自分

【贈り主】

宇
都
宮 
夕
子
さ
ん

か
み
な
り
は
ピ
カ
っ
と
光
っ
て
、
ド
ド
ー
ン
と
轟
く
。
私

の
頭
も
、
ピ
カ
っ
と
ひ
ら
め
い
て
、
ド
ド
ー
ン
と
自
信
が
わ

く
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
直
感
を
信
じ
て
、
轟
を
無
駄
に
し

な
い
よ
う
に
し
た
い
。

私

【贈りたい相手】

私

【贈り主】

吉 

天
瑜
さ
ん

（
埼
玉
県
・
主
婦
）

（
東
京
都
・
豊
島
区
立
豊
成
小
学
校
6
年
生
）
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佳作

［ 自 分 部 門 ］

私
は
耳
が
聞
こ
え
な
い
。
そ
し
て
私
は
何
事
に
も
消
極
的

だ
。
だ
か
ら
、私
は
物
事
を
自
分
で
決
め
る
こ
と
が
少
な
い
。

し
か
し
、
私
は
健
聴
者
の
学
校
に
入
る
こ
と
に
決
め
た
。
私

が
自
分
で
選
ん
だ
道
だ
。
そ
の
事
を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
を

歩
ん
で
い
き
た
い
。

自分

【贈りたい相手】

花琳

【贈り主】

椎
名 
花
琳
さ
ん

先
生
が
「
お
前
の
輝
け
る
道
に
進
め
ば
い
い
」
っ
て
言
っ
て

た
。
あ
と
1
年
後
、進
路
決
め
る
時
、自
分
が
輝
け
て
、尚
且
つ
、

夢
へ
近
付
け
る
高
校
を
選
べ
。
父
さ
ん
が
反
対
し
て
も
い
い
成

績
叩
き
つ
け
て
熱
意
見
せ
ろ
！　

私
な
ら
で
き
る
！　

自
閉
症

に
負
け
ん
な

！！　

人
間
関
係
で
躓
く
か
も
し
れ
ん
け
ど
、
絶
対

大
丈
夫
だ
か
ら

！！　

生
き
ろ

！！　

生
き
る
以
外
に
お
前
に
道
は

無
い
ぞ

！！

私

【贈りたい相手】

自分

【贈り主】

瀬
野 

南
美
さ
ん

輝

（
茨
城
県
・
水
戸
ろ
う
学
校
中
学
部
3
年
生
）

（
京
都
府
・
舞
鶴
市
立
青
葉
中
学
校
2
年
生
）
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ぼ
く
は
こ
わ
が
り
で
す
。
１
人
で
２
か
い
の
部
屋
に
い
く

時
ド
キ
ド
キ
し
ま
す
。
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
も
お
ば
け
や

し
き
も
こ
わ
い
で
す
。
な
に
も
で
き
な
い
人
じ
ゃ
い
ら
れ
な

い
。
な
の
で
ぼ
く
は
勇
気
が
ほ
し
い
で
す
。

ぼく

【贈りたい相手】

ぼく

【贈り主】

福
島 

僚
さ
ん

こ
の
漢
字
に
は
「
他
人
を
思
い
や
る
あ
た
た
か
い
心
」
と

い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
僕
は
、
自
分
の
事
し
か
考
え
ら
れ

て
い
な
い
人
で
す
。
こ
の
「
情
」
と
い
う
漢
字
は
、
僕
が
直

さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
大
事
な
と
こ
ろ
で
す
。
未
来
の
僕
、

こ
の
「
情
」
と
い
う
漢
字
の
よ
う
に
あ
た
た
か
い
心
を
も
っ

て
く
だ
さ
い
。

未来の自分

【贈りたい相手】

藤井翔大

【贈り主】

藤
井 

翔
大
さ
ん

（
福
岡
県
・
福
岡
海
星
女
子
学
院
附
属
小
学
校
3
年
生
）

（
鹿
児
島
県
・
姶
良
市
立
加
治
木
中
学
校
2
年
生
）
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佳作

［ 自 分 部 門 ］

テ
キ
ト
ー
ラ
イ
フ
返
上
し
な
よ
。

言
葉
を
、
心
を
尽
く
し
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
、
一
度
で
も

あ
る
？

誰
に
も
さ
、自
分
に
す
ら
尽
く
さ
ず
の
ほ
ほ
ん
と
何
十
年
。

限
り
あ
る
力
を
精
一
杯
生
か
せ
れ
ば
、
そ
の
喜
び
は
無
尽

蔵
だ
と
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
気
づ
く
わ
け
？

命
の
時
間
を
、
み
ん
な
そ
う
し
て
生
き
て
る
ん
だ
よ
、
弱

虫
め
！

自分

【贈りたい相手】

自分

【贈り主】

山
元 
郁
乃
さ
ん

車
に
ひ
か
れ
て
、突
然
動
か
な
く
な
っ
た
、私
の
左
足
さ
ん
。

入
院
し
て
、
手
術
も
経
験
し
て
、
懸
命
に
元
に
戻
ろ
う
と
、

痛
み
を
抱
え
な
が
ら
毎
日
一
緒
に
リ
ハ
ビ
リ
し
て
。
痛
く
て
辛

い
け
ど
、
命
が
助
か
っ
た
ん
だ
な
あ
と
実
感
も
あ
っ
て
。

上
手
く
動
か
な
く
て
も
、
わ
た
し
は
今
も
あ
な
た
に
し
っ
か

り
と
支
え
ら
れ
て
る
よ
。

一
緒
に
、
が
ん
ば
ろ
う
ね
。

大事な私の左足

【贈りたい相手】

私

【贈り主】

山
本 

佳
恵
さ
ん

尽

足

（
東
京
都
・
主
婦
）

（
北
海
道
・
会
社
員
）
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3
月
で
26
歳
に
な
っ
た
ね
。
皆
に
好
か
れ
た
い
と
思
う
気

持
ち
。
本
当
は
嫌
わ
れ
た
く
な
い
が
正
し
い
。

そ
の
臆
病
の
せ
い
で
い
つ
の
ま
に
か
嘘
の
服
で
厚
着
し
て

し
ま
っ
た
ね
。
そ
の
服
を
少
し
ず
つ
脱
い
で
本
当
の
自
分
を

み
ん
な
に
見
て
も
ら
お
う
。

恥
か
い
て
も
い
い
よ
。
素
直
な
君
は
き
っ
と
い
い
奴
だ
。

えいた

【贈りたい相手】

えいた

【贈り主】

匿
名
希
望

長
く
て
サ
ラ
サ
ラ
の
自
慢
の
髪
を
抗
ガ
ン
剤
で
無
く
し
た

私
。
五
年
前
の
今
頃
は
、
治
療
が
終
わ
っ
た
ら
ち
ゃ
ん
と
髪

が
生
え
て
く
る
の
か
心
配
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
大
丈
夫

だ
よ
。
辛
く
て
苦
し
い
治
療
の
後
に
は
、
柔
ら
か
く
て
艶
の

あ
る
美
し
い
黒
髪
が
生
え
て
く
る
か
ら
。心
配
し
な
い
で
ね
。

魅
力
的
で
人
生
を
最
高
に
楽
し
め
る
毎
日
が
待
っ
て
る
。
頑

張
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

ガンと闘っていた私

【贈りたい相手】

5 年後の私

【贈り主】

匿
名
希
望

脱

艶

（
神
奈
川
県
・
サ
ー
ビ
ス
業
）

（
愛
知
県
・
会
社
員
）
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特
別
賞
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（東京都・武蔵野東中学校 2年生）

［ 夫 婦 ・ 恋 人 部 門 ］

阿 部  哲 也 さ ん

特別賞

進学するとどんなことにも初がつく。進学してからの初の友達や初恋。進学するとい

ろんな人と出会う。その中であなたと出会い初恋をした。こんなに純粋に恋をしたの

は初恋という人生に１度しか経験しない出来事だからかな。

あなた

私
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（東京都・会社役員）

佐 々 木  幹 雄 さ ん

結婚式にはペンギンの巨大な氷彫刻を飾り、「二人で難局を乗り越え、いつか南極に

ペンギンに会いに一緒に行きます」と挨拶。しかし我が家に難局を持ち込み、家族を

冷え冷えとさせたのは私で、君が独力で乗り越えて来た。おまけに先日は心筋梗塞で、

生死の極み。何とか生き残ったので、究極のペンギンランドに連れてってやるぞ。

極
賢妻

愚夫

［ 夫 婦 ・ 恋 人 部 門 ］
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（福岡県・福岡県立行橋高校 2年生）

［ 友 人 ・ 恩 人 部 門 ］

中 牟 田  紗 輝 さ ん

私は飲食店でアルバイトをしていた。ある時失敗ばかりで、すごく落ちこみ、やる意味も分からなくなってい

た。そんな中一人のお客さんの接客にあたった。レジを済ませるとそっと紙を置いていった。そこには、はげ

ましの言葉がたくさん書いてあり、涙もやる気もあふれでた。このバイトをすすめてくれたお母さん、しから

れた店長への感謝の気持ちもあふれた。私はこのようなあふれる思いを流してしまわず、貯めていきたい。

私に勇気を
与えてくれた人

私

特別賞
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入
選
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［ 家 族 部 門 ］

入選

小
さ
い
頃
か
ら
よ
く
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
将
棋
を
指
す
。
そ

の
時
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
同
じ
こ
と
を
言
う
。「
歩
の

よ
う
に
生
き
な
さ
い
。
歩
の
よ
う
に
1
歩
ず
つ
前
へ
。
歩
の

よ
う
に
仲
間
と
協
力
し
て
。
歩
が
王
を
守
る
よ
う
に
大
切
な

人
を
守
っ
て
。
歩
が
何
歩
か
進
ん
で
と
金
に
な
る
よ
う
に
、

努
力
し
て
自
由
に
な
り
な
さ
い
」
と
。
私
は
い
つ
も
こ
の
言

葉
を
胸
に
生
き
て
い
ま
す
。
辛
く
な
っ
た
時
だ
っ
て
、
歩
は

必
ず
前
に
進
む
。こ
の
言
葉
の
お
か
げ
で
今
の
私
は
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。
長
生
き
し
て
ね
。
そ
し
て

こ
の
言
葉
は
私
の
子
孫
へ
語
り
続
け
て
行
く
ね
。 おじいちゃん

【贈りたい相手】

まゆか	

【贈り主】

一
色
　
真
由
香
さ
ん

母
ち
ゃ
ん
が
亡
く
な
っ
て
2
回
目
の
田
植
え
。
一
緒
に
汗

を
流
し
笑
っ
た
こ
と
や
、
し
か
ら
れ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ

ま
す
。「
稲
は
頭（
び
ん
た
）を
下
ぐ
っ
た
っ
ど
。」と
大
声
で
。

「
稲
穂
の
よ
う
に
人
に
頭
を
下
げ
よ
。」
と
教
え
て
く
れ
た
母

の
声
が
、今
も
目
じ
り
に
た
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
年
も
、

「
よ
か
稲
穂
じ
ゃ
っ
が
。」
と
言
っ
て
も
ら
い
た
く
て
一
人
、

汗
を
流
し
ま
す
。

亡き母

【贈りたい相手】

娘

【贈り主】

榎
田
　
育
代
さ
ん
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（
千
葉
県
・
木
更
津
工
業
高
等
専
門
学
校
1
年
生
）

（
鹿
児
島
県
・
主
婦
）



私
の
母
は
私
が
5
歳
の
と
き
に
離
婚
し
ま
し
た
。
父
親
か

ら
は
一
切
養
育
費
が
支
払
わ
れ
な
い
と
い
う
厳
し
い
状
況
で

し
た
。
そ
の
中
で
も
私
の
母
は
私
に
何
一
つ
不
自
由
を
感
じ

さ
せ
る
こ
と
な
く
生
活
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。「
芳
」
と
い
う

字
は
相
手
に
対
す
る
美
称
の
意
で
す
。
私
の
母
が
家
族
の
た

め
に
働
く
姿
は
、
親
と
し
て
、
1
人
の
人
間
と
し
て
と
て
も

美
し
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
こ
の
字
に
し
ま
し
た
。

母親

【贈りたい相手】

私

【贈り主】

小
野
　
隼
ノ
介
さ
ん

県
外
へ
進
学
す
る
私
を
両
親
は
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
け

ど
、私
の
寝
顔
を
見
な
が
ら
「
来
年
か
ら
さ
び
し
く
な
る
ね
」

と
言
っ
て
い
た
の
実
は
聞
こ
え
て
い
た
よ
。
で
も
ど
こ
に
い

て
も
空
は
み
ん
な
を
繋
い
で
い
る
か
ら
、
離
れ
て
い
て
も
お

互
い
頑
張
ろ
う
ね
。

両親

【贈りたい相手】

ちあき

【贈り主】

神
谷
　
知
樹
さ
ん

（
岩
手
県
・
専
修
大
学
北
上
高
等
学
校
3
年
生
）

（
沖
縄
県
・
沖
縄
県
立
糸
満
高
等
学
校
3
年
生
）
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［ 家 族 部 門 ］

入選

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
暑
い
日
も
寒
い
日
も
毎
日
畑
仕
事
お
疲

れ
さ
ま
。
私
が
学
校
か
ら
帰
る
と
、
コ
ソ
ッ
と
家
の
中
に
た

く
さ
ん
の
野
菜
を
届
け
て
く
れ
て
い
る
よ
ね
！	
あ
り
が
と

う
。
た
ま
に
し
か
会
え
な
い
け
ど
、
野
菜
が
届
く
た
び
に
元

気
に
し
て
い
る
ん
だ
な
。
と
思
う
よ
！	

こ
れ
か
ら
も
お
い
し

い
野
菜
を
届
け
て
ね
。
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
よ
♥

シャイなおじいちゃん

【贈りたい相手】

せいな

【贈り主】

北
垣
　
星
波
さ
ん

　

初
志
貫
徹
の
「
貫
」
の
字
を
贈
り
ま
す
。
動
物
が
好
き
で
動

物
番
組
を
か
か
さ
ず
観
た
り
、
図
鑑
で
調
べ
た
り
、
学
校
で
生

き
物
係
り
に
な
っ
た
と
大
喜
び
し
て
い
る
あ
な
た
が
「
お
母
さ

ん
私
、
将
来
動
物
の
お
医
者
さ
ん
に
な
る
！
」
と
、
言
っ
た
の

で
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
今
の
ま
っ
す
ぐ
な
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
貫
き
通
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

小学三年生の娘

【贈りたい相手】

お母さん

【贈り主】

木
村
　
春
美
さ
ん
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（
大
阪
府
・
大
阪
聖
母
学
院
小
学
校
5
年
生
）

（
東
京
都
・
主
婦
）



私
は
生
ま
れ
つ
き
の
難
聴
で
す
。
家
族
は
私
の
た
め
に
簡

単
な
手
話
を
覚
え
た
り
、
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
話
し
て
く

れ
た
り
、筆
談
を
し
て
く
れ
た
こ
と
は
本
当
に
感
謝
し
ま
す
。

時
々
、
私
が
い
て
良
か
っ
た
か
な
と
不
安
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
家
族
か
ら
生
ま
れ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
と

言
わ
れ
て
本
当
に
う
れ
し
く
て
泣
き
そ
う
で
す
。
い
つ
か
、

家
族
に
何
か
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
た
い
で
す
。
贈
り
た
い
漢

字
は
「
感
」
で
す
。

家族

【贈りたい相手】

はるな

【贈り主】

小
沼
　
は
る
な
さ
ん

全
国
大
会
を
目
指
し
て
い
る
兄
。夢
が
大
き
く
て
い
い
ね
。

「
叶
」
と
い
う
字
は
口
に
十
と
か
い
て
、「
叶
」
と
、
い
う
字

に
な
る
。
口
に
出
し
て
十
回
、
願
い
ご
と
や
、
夢
を
言
う
と
、

叶
う
ん
だ
よ
。『
全
国
大
会
』行
け
ま
す
よ
う
に
。
あ
な
た
に
、

「
叶
」
と
い
う
字
を
贈
り
ま
す
。

大好きな兄

【贈りたい相手】

空

【贈り主】

佐
藤
　
空
さ
ん

（
福
島
県
・
福
島
県
立
聾
学
校
3
年
生
）

（
静
岡
県
・
静
岡
市
立
大
川
中
学
校
1
年
生
）
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［ 家 族 部 門 ］

入選

マ
マ
は
最
近
、
更
年
期
な
の
に
気
付
い
て
い
ま
す
か
？	

七

香
に
同
じ
事
を
、
3
回
ぐ
ら
い
聞
い
て
き
ま
す
。
更
年
期
な

の
は
い
い
け
ど
、
荒
年
期
に
は
な
ら
な
い
で
ね
。
マ
マ
の
こ

れ
か
ら
の
人
生
が
、
幸
年
期
な
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ママ

【贈りたい相手】

ななこ

【贈り主】

佐
藤
　
七
香
さ
ん

部
活
で
疲
れ
て
帰
っ
て
来
た
時
、
1
番
に
聞
く
お
母
さ
ん

の
声
は
魔
法
の
よ
う
に
、
疲
れ
を
溶
か
し
て
く
れ
ま
す
。
で

も
、
た
ま
に
聞
く
、
大
き
く
て
怖
い
声
も
魔
法
の
よ
う
に
心

に
し
み
て
、
い
ろ
ん
な
事
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
私
は
お
母

さ
ん
の
魔
法
の
声
が
大
好
き
で
す
。
私
も
魔
法
が
使
う
こ
と

が
で
き
る
お
母
さ
ん
に
な
れ
る
か
な
。

お母さん

【贈りたい相手】

愛理

【贈り主】

清
水
　
愛
理
さ
ん
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（
大
阪
府
・
初
芝
富
田
林
中
学
校
3
年
生
）

（
福
岡
県
・
福
岡
県
立
行
橋
高
等
学
校
1
年
生
）



こ
ん
に
ち
は
、
元
気
に
し
て
ま
す
か
？
お
兄
ち
ゃ
ん
が
亡
く

な
っ
て
5
年
が
た
ち
ま
し
た
。
お
兄
ち
ゃ
ん
が
亡
く
な
っ
た
2

月
3
日
、
こ
の
日
は
毎
年
私
の
人
生
の
転
期
に
な
っ
て
い
ま

す
。
私
は
、
ど
ん
な
と
き
で
も
お
兄
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
に
す
く
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
い
つ
で
も
笑
っ
て
い
る
お
兄
ち
ゃ
ん
を
見
て

い
る
と
ど
ん
な
に
悲
し
く
て
も
元
気
が
で
ま
す
。
今
で
も
そ
の

笑
顔
に
す
く
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
。
お
兄
ち
ゃ
ん
が

亡
く
な
り
そ
の
あ
と
私
は
心
の
底
か
ら
笑
う
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
お
兄
ち
ゃ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
笑
顔
の
ま
ほ
う
は

私
に
と
っ
て
は
か
り
し
れ
な
い
財
産
で
す
。
本
当
に
本
当
に
あ

り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
は
私
が
こ
の
ま
ほ
う
を
他
の
人
に
つ
た

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

亡き兄

【贈りたい相手】

妹

【贈り主】

髙
嶋
　
小
雪
さ
ん

マ
ミ
ー
、
あ
お
は
4
年
生
に
な
っ
た
よ
。
大
人
ま
で
の
半

分
の
と
し
10
才
。

な
ぜ
「
根
」
か
と
い
う
と
、
ま
だ
大
人
じ
ゃ
な
い
か
ら
。

大
人
に
な
っ
た
ら
上
か
ら
出
れ
る
よ
。
で
も
大
人
に
な
っ
て

も
根
は
あ
る
よ
。
そ
れ
は
、
記
お
く
。

子
ど
も
の
こ
ろ
マ
ミ
ー
に
お
し
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
み

ん
な
だ
い
じ
な
「
根
」
だ
よ
。
ず
っ
と
た
い
せ
つ
に
す
る
よ
。

マミー	

【贈りたい相手】

あおい

【贈り主】

瀧
　
空
さ
ん

（
東
京
都
・
江
東
区
立
浅
間
竪
川
小
学
校
6
年
生
）

（
静
岡
県
・
富
士
市
立
神
戸
小
学
校
4
年
生
）

101　



［ 家 族 部 門 ］

入選

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
名
前
か
ら
も
ら
っ
た「
志
」。「
志
」

は
思
い
や
り
と
い
う
意
味
で
、
＋
−
（
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
）

の
心
＝
平
等
な
考
え
方
と
聞
き
ま
し
た
。
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
字
の
通
り
、も
の
す
ご
く
や
さ
し
く
て
思
い
や
り
が
あ
っ

た
っ
て
聞
い
た
よ
。
私
も
な
れ
て
る
の
か
な
？
私
に
は
、今
、

中
学
受
験
と
い
う
「
志
」
が
あ
り
ま
す
。
が
ん
ば
る
か
ら
、

応
え
ん
し
て
て
ね
！	

い
つ
か
天
国
で
会
え
る
日
を
楽
し
み
に

し
て
る
よ
！

ひいおばあちゃん

【贈りたい相手】

彩志

【贈り主】

長
崎
　
彩
志
さ
ん

お
母
さ
ん
は
ぼ
く
が
思
っ
て
い
る
こ
と
が
何
で
も
わ
か
る

ん
だ
ね
。
ど
う
し
て
ぼ
く
が
し
た
い
こ
と
や
ほ
し
い
も
の
が

わ
か
る
の
。
ふ
し
ぎ
だ
な
ぁ
。

お母さん

【贈りたい相手】

翔

【贈り主】

南
里
　
翔
さ
ん
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（
埼
玉
県
・
所
沢
市
立
泉
小
学
校
5
年
生
）

（
福
岡
県
・
麻
生
学
園
小
学
校
2
年
生
）



懸
命
に
あ
ぶ
あ
ぶ
言
っ
て
た
あ
な
た
。「
は
っ
ぱ
」
の
次
に

「
ま
ま
」
と
言
っ
て
く
れ
た
あ
な
た
。
園
か
ら
の
帰
り
道
、

大
人
び
た
口
調
で
一
日
の
報
告
を
し
て
く
れ
た
あ
な
た
。
揺

ら
め
く
平
仮
名
で
連
日
手
紙
を
く
れ
た
あ
な
た
。
毎
晩
「
愛

し
て
る
」
と
囁
い
て
く
れ
る
あ
な
た
。
亀
公
園
を
「
亀
公
」

と
略
し
始
め
た
あ
な
た
。覚
え
た
て
の「
は
げ
」は
胸
に
し
ま
っ

て
お
き
な
さ
い
。	

	

小学生になった長女

【贈りたい相手】

母

【贈り主】

西
村
　
衣
美
さ
ん

わ
た
し
と
弟
は
7
才
は
な
れ
て
い
ま
す
。
小
さ
い
弟
は
、

汗
っ
か
き
で
す
。
い
つ
も
汗
だ
く
で
か
み
の
毛
を
お
で
こ
に

は
り
つ
け
て
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
弟
を
だ
っ
こ
す

る
と
、
汗
の
す
っ
ぱ
い
に
お
い
が
し
ま
す
。
す
っ
ぱ
い
け
ど

な
ん
だ
か
ほ
っ
と
す
る
に
お
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
汗
い
っ

ぱ
い
か
い
て
元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
。

颯良	

【贈りたい相手】

柚乃

【贈り主】

藤
本
　
柚
乃
さ
ん

語
（
高
知
県
・
英
語
講
師
）

（
宮
城
県
・
仙
台
市
立
通
町
小
学
校
3
年
生
）
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［ 家 族 / 夫 婦 ・ 恋 人 部 門 ］

入選

貴
方
に
会
い
に
行
か
な
く
て
ご
め
ん
な
さ
い
。
私
は
、
あ

の
頃
思
春
期
で
情
緒
不
安
定
で
し
た
。
両
親
と
会
い
に
行
く

の
が
ど
う
し
て
も
嫌
で
会
い
に
行
く
事
を
拒
ん
で
い
た
ら
、

貴
方
は
と
う
と
う
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
貴

方
が
骨
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
直
前
ま
で
ど
れ
ほ
ど
号
泣

し
、
自
分
を
恨
ん
だ
で
し
ょ
う
か
。
私
は
今
、
高
校
3
年
生

で
す
。
ま
た
い
つ
か
綺
麗
な
“
花
”
を
貴
方
の
墓
前
に
持
っ

て
行
き
ま
す
。

亡き祖父

【贈りたい相手】

松井友紀

【贈り主】

松
井
　
友
紀
さ
ん

夫
を
支
え
る
あ
な
た
の
「
妻
」
の
顔
は
美
し
い
。
我
が
子

を
包
み
込
む
あ
な
た
の
「
母
」
の
顔
は
美
し
い
。
誰
か
を
想

う
静
か
な
あ
な
た
の
「
涙
」
は
美
し
い
。
ね
え
、お
母
さ
ん
。

お
母
さ
ん
は
私
に
「
完
璧
な
母
親
じ
ゃ
な
く
て
ご
め
ん
ね
」

と
言
う
け
れ
ど
、
あ
な
た
は
ず
っ
と
、
私
の
憧
れ
よ
。
一
人

の
女
性
と
し
て
人
生
に
立
ち
向
か
う
あ
な
た
の
「
強
さ
」
は

美
し
い
。	

母

【贈りたい相手】

娘

【贈り主】

山
崎
　
陽
さ
ん
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美

（
静
岡
県
・
静
岡
県
立
磐
田
農
業
高
等
学
校
3
年
生
）

（
神
奈
川
県
・
立
教
大
学
3
年
生
）



【贈りたい相手】

夫
は
「
た
だ
い
ま
」
の
あ
と
に
「
今
日
、
弾
い
た
？
」
と
付

け
加
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ガ
ン
で
手
術
。
退
院
後
、
虚
無
感

と
脱
力
感
が
つ
き
ま
と
っ
た
。
ギ
タ
ー
の
先
輩
で
も
あ
る
夫
の

「
今
日
弾
い
た
？
」
は
私
へ
の
エ
ー
ル
な
の
だ
が
…
。
長
い
こ

と
そ
の
言
葉
に
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
あ
る
日
、
思
い
切
っ
て

抱
え
て
、
つ
ま
び
い
た
ギ
タ
ー
の
音
色
の
何
と
や
さ
し
い
こ
と

か
。
ハ
ラ
ハ
ラ
と
涙
を
こ
ぼ
し
な
が
ら
弾
い
て
弾
い
て
弾
き
ま

く
っ
た
。「
今
日
、
弾
い
た
よ
」
と
答
え
ら
れ
た
そ
の
日
、
夫

は
「
う
ん
、
う
ん
」
と
う
な
ず
い
て
「
ず
っ
と
ず
っ
と
弾
い
て

い
こ
う
！！
」と
言
っ
て
く
れ
た
。「
あ
り
が
と
う
ダ
ン
ち
ゃ
ん
」

約
束
し
ま
す
。
ず
っ
と
ず
っ
と
弾
い
て
い
く
こ
と
。

ダンちゃん

【贈りたい相手】

まりこ

【贈り主】

阿
部
　
磨
里
子
さ
ん

「
夫
婦
・
恋
人
同
士
」
は
、血
縁
関
係
の
無
い
「
他
人
同
士
」

で
、
お
互
い
の
“
長
所
・
短
所
”、“
自
我
・
欲
望
”
の
度
合

い
も
様
々
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
円
満
に
長
く
付
き
合
う
為
に
は
、
お
互
い
の
“
長

所
・
短
所
・
性
格
・
欲
望
”
を
表
面
に
出
さ
ず
「
忍
―
耐
え

忍
び
我
慢
」
の
心
で
、
お
互
い
の
心
情
を
思
い
や
る
謙
虚
な

気
持
ち
で
接
す
る
事
が
肝
要
な
り
。

小
笠
原
　
信
弘
さ
ん

忍
愛してる人（愛する人）

愛する人（愛してる人）

【贈り主】

（
京
都
府
・
主
婦
）

（
兵
庫
県
）
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［ 夫 婦 ・ 恋 人 部 門 ］

入選

前
は
普
通
に
話
せ
て
た
。

今
は
何
だ
か
恥
ず
か
し
い
。

話
し
た
い
の
に
話
せ
な
い
。

こ
れ
が
恋
だ
と
気
づ
い
た
日
。

あなた

【贈りたい相手】

私

【贈り主】

鹿
毛
　
想
さ
ん

中
学
校
で
付
き
合
っ
て
、
す
ぐ
に
高
校
に
き
て
離
れ
離
れ

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
僕
ら
。
絵
が
好
き
な
君
は
芸
術
科
に
進

ん
だ
ね
。
こ
の
高
校
生
の
期
間
は
そ
れ
ぞ
れ
の
色
を
見
つ
け

る
時
間
。
大
人
に
な
っ
た
ら
、
一
緒
に
彩
や
か
に
人
生
を
彩

ろ
う
ね
。

芸術科で頑張る君

【贈りたい相手】

情報工学科の僕

【贈り主】

加
反
　
未
来
さ
ん
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（
山
口
県
・
山
口
県
立
田
部
高
等
学
校
2
年
生
）

（
千
葉
県
・
木
更
津
工
業
高
等
専
門
学
校
1
年
生
）



定
年
前
の
突
然
の
退
社
、
勉
強
が
し
た
い
と
云
う
僕
の
わ
が

ま
ま
に
、
あ
な
た
は
文
句
も
言
わ
ず
「
が
ん
ば
れ
」
と
僕
の
背

中
を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
ね
。
い
ろ
い
ろ
言
い
た
い
こ
と
も

あ
っ
た
だ
ろ
う
に
、
厳
し
い
現
実
を
覚
悟
し
て
言
っ
て
く
れ

た
、
あ
な
た
の
優
し
い
「
嘘
」
に
た
だ
た
だ
感
謝
で
す
。	

洋子

【贈りたい相手】

淳

【贈り主】

後
藤
　
淳
さ
ん

い
つ
も
弱
者
に
よ
り
そ
い
何
事
も
任
せ
ら
れ
前
向
き
に
生

き
続
け
る
姿
勢
に
慈
（
い
つ
く
）
し
み
が
あ
り
事
を
あ
ら
だ

て
な
い
美
学
が
あ
っ
た
妻
の
潔
さ
に
敬
服
さ
せ
ら
れ
た
。

亡き妻

【贈りたい相手】

夫

【贈り主】

菅
井
　
昭
一
さ
ん

嘘
（
栃
木
県
・
学
生
）

（
大
阪
府
）

107　



［ 夫 婦 ・ 恋 人 部 門 ］

入選

私
か
ら
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
は
「
あ
な
た
を
い
つ
ま
で
も
大
切

に
床
の
間
に
飾
っ
て
お
く
の
で
、
何
も
し
な
く
て
も
い
い
で

す
。」
で
も
、
新
居
に
は
床
の
間
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
な
た
は
、
妻
、
母
親
、
教
員
の
３
役
を
毎
日
忙
し
く
こ
な

し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
あ
な
た
は
旅
立
ち
ま
し
た
。

今
は
飾
っ
て
あ
る
遺
影
に
向
か
っ
て
あ
な
た
へ
の
感
謝
を
祈

り
、
私
は
仕
事
に
出
か
け
て
い
ま
す
。

美伊

【贈りたい相手】

智

【贈り主】

谷
口
　
智
さ
ん

結
婚
生
活
15
年
。
辛
か
っ
た
思
い
出
の
方
が
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
あ
な
た
の
許
に
い
る
の
は
、
あ
な
た

が
私
を
許
し
て
く
れ
る
か
ら
。
少
し
困
っ
た
よ
う
に
笑
う
目

許
と
、
何
か
言
い
た
げ
に
噤
ん
だ
口
許
を
見
る
度
に
。
こ
の

人
と
だ
か
ら
私
は
一
緒
に
い
ら
れ
る
ん
だ
な
と
思
う
の
で

す
。
だ
か
ら
私
も
あ
な
た
を
許
せ
る
人
間
で
あ
り
た
い
。
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
よ
ろ
し
く
ね
。

夫

【贈りたい相手】

妻

【贈り主】

田
村
　
か
ほ
り
さ
ん
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飾

許

（
千
葉
県
・
教
員
）

（
東
京
都
・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
）



も
う
21
年
も
経
ち
ま
す
ね
！　

阪
神
大
震
災
で
買
っ
て
６

ケ
月
目
の
家
が
全
壊
し
、
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
は
三
重
家

賃
で
苦
し
み
、
君
も
パ
ニ
ッ
ク
障
害
に
な
り
地
獄
の
生
活
で

し
た
。
お
互
い
日
に
ち
が
経
っ
て
忘
れ
る
こ
と
が
最
高
の
薬

だ
と
頑
張
り
ま
し
た
ね
！　

子
供
た
ち
も
成
人
し
、
こ
れ
か

ら
は
二
人
の
生
活
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
…
。

妻

【贈りたい相手】

夫

【贈り主】

堤
　
義
信
さ
ん

あ
な
た
に
贈
る
漢
字
に
、
悩
ん
で
い
る
私
を
見
て
「
愛
が
ほ

し
い
」と
呟
い
て
い
た
ね
。
そ
う
い
え
ば
、夜
中
に
帰
宅
し
て
、

妻
と
娘
に
「
愛
し
て
る
よ
〜
」
と
独
り
言
言
っ
て
る
よ
ね
。
私

は
、
家
事
を
し
な
が
ら
「
う
ん
。
う
ん
。
分
か
っ
た
」
っ
て
適

当
に
返
事
し
て
る
け
ど
…
。
愛
っ
て
、
毎
朝
あ
な
た
の
Y
シ
ャ

ツ
に
ア
イ
ロ
ン
か
け
た
り
、
夜
中
に
帰
っ
て
来
て
も
温
か
い
ご

飯
用
意
し
て
待
っ
て
る
こ
と
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
ね
。
あ
な
た

の
顔
を
見
て
「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」「
お
か
え
り
な
さ
い
」「
あ

り
が
と
う
」っ
て
伝
え
る
こ
と
。向
き
合
う
心
だ
っ
た
ん
だ
ね
。

結
婚
6
年
目
に
し
て
、
や
っ
と
気
づ
い
た
よ
。
ご
め
ん
ね
。
今

晩
は
、あ
な
た
よ
り
先
に
「
愛
し
て
る
」
っ
て
言
っ
て
や
ろ
う
。

主人

【贈りたい相手】

妻

【贈り主】

廣
田
　
絢
子
さ
ん

忘
（
兵
庫
県
）

（
大
分
県
・
主
婦
）
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［ 夫 婦 ・ 恋 人 ／ 友 人 ・ 恩 人 部 門 ］

入選

四
十
代
で
再
就
職
。
情
報
機
器
に
右
往
左

往
。
仕
事
と
家
事
の
両
立
に
悪
戦
苦
闘
。「
お

ば
さ
ん
に
は
無
理
な
の
か
も
」
心
が
折
れ
そ

う
な
私
に
あ
な
た
は
こ
う
言
い
ま
し
た
。「
妻

だ
か
ら
応
援
し
て
い
る
訳
じ
ゃ
な
い
。
も
う

一
度
社
会
に
戻
ろ
う
と
頑
張
る
女
性
を
応
援

す
る
の
は
男
と
し
て
当
然
だ
か
ら
だ
よ
」
す

ぐ
そ
ば
に
心
強
い
応
援
団
が
い
る
こ
と
を
あ

ら
た
め
て
実
感
し
ま
し
た
。	

夫

【贈りたい相手】

妻
【贈り主】

村
山
　
洋
子
さ
ん
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援
（
愛
媛
県
・
財
団
嘱
託
職
員
）

人
生
を
一
緒
に
歩
み
始
め
て
も
う
す
ぐ
35

年
や
ね
。
伴
に
喜
び
、伴
に
泣
き
、寄
り
添
っ

て
き
た
人
生
や
っ
た
ね
。
い
や
君
だ
け
を
泣

か
せ
た
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
な
あ
。
ご

め
ん
や
で
。
そ
の
君
だ
け
が
癌
な
ん
て
。
僕

は
君
を
幸
せ
に
す
る
と
約
束
し
た
。
だ
か

ら
、
だ
か
ら
も
う
少
し
、
君
が
幸
せ
を
実
感

す
る
ま
で
伴
に
歩
ん
で
ほ
し
い
。
歩
幅
は
今

度
こ
そ
君
に
合
わ
せ
る
か
ら
。	

できすぎの妻
【贈りたい相手】

亭主
【贈り主】

匿
名
希
望 伴

（
大
阪
府
・
会
社
員
）

『
い
い
お
父
さ
ん
で
賞
』
を
私
か
ら
贈
り

ま
す
。

二
人
目
出
産
後
、
後
陣
痛
の
痛
み
で
、
吐

い
て
使
い
も
の
に
な
ら
な
か
っ
た
私
。

そ
の
横
で
黙
々
と
娘
の
お
む
つ
を
交
換
し

て
、
お
っ
ぱ
い
以
外
の
世
話
を
一
生
懸
命
し

て
い
る
姿
。

い
い
夫
で
、
い
い
お
父
さ
ん
で
し
た
！ 夫

【贈りたい相手】

妻
【贈り主】

山
下
　
有
香
さ
ん

父
（
石
川
県
・
主
婦
）



恩
師
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
『
泣
く
こ
と
の
大
切
さ
』
で
し

た
。「
辛
い
と
き
は
泣
け
ば
い
い
ん
だ
よ
。
泣
い
た
分
だ
け
笑

え
ば
い
い
ん
だ
か
ら
。」
辛
い
と
き
ほ
ど
口
に
出
さ
な
い
私
に

優
し
く
そ
う
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
れ
た
恩
師
に
心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
涙
を
流
し
て
し
ま
う
け

ど
、
そ
の
分
た
く
さ
ん
笑
っ
て
い
き
ま
す
。

恩師

【贈りたい相手】

石川葵

【贈り主】

石
川
　
葵
さ
ん

大
き
く
な
っ
た
ら
二
人
で
ぼ
う
け
ん
に
行
く
や
く
そ
く
し

ま
し
た
ね
。
ほ
ね
ほ
ね
ザ
ウ
ル
ス
の
ベ
ビ
ー
た
ち
み
た
い
に

ど
き
ど
き
わ
く
わ
く
の
ぼ
う
け
ん
が
し
た
い
で
す
。

西川一冴くん

【贈りたい相手】

井上拓磨

【贈り主】

井
上
　
拓
磨
さ
ん

（
愛
知
県
・
北
名
古
屋
市
立
西
春
小
学
校
2
年
生
）

（
愛
知
県
・
デ
ン
ソ
ー
工
業
学
園
1
年
生
）
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T
君
、
き
み
は
よ
く
、「
お
れ
に
は
才
能
な
ん
て
無
い
し
、

取
り
柄
も
な
い
」
っ
て
言
葉
を
漏
ら
す
よ
ね
。
僕
は
、
そ
う

は
思
わ
な
い
。
君
に
は
人
を
想
う
優
し
さ
も
あ
れ
ば
、
真
面

目
に
コ
ツ
コ
ツ
と
物
事
に
打
ち
込
む
素
晴
ら
し
い
性
格
も
持

ち
合
わ
せ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
T
君
に
「
信
」
の
文
字
を
贈

り
ま
す
。
T
君
、き
み
は
自
分
の
事
を
「
信
」
じ
て
あ
げ
て
。

友達の T 君

【贈りたい相手】

圭佑

【贈り主】

大
久
保
　
圭
佑
さ
ん

走
力
は
全
然
で
勝
負
に
は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、
試
合
に
出
る
と
一
緒
に
戦
っ
て
く
れ
る
、
キ
ミ
が
い
る
。

“
キ
ミ
は
い
つ
も
速
い
”。
負
け
て
悔
し
く
て
、
練
習
す
る
、

そ
の
く
り
返
し
だ
け
ど
、
前
に
向
か
っ
て
走
り
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
。最
後
の
試
合
は
勝
た
せ
て
も
ら
い
ま
す
！	

挑
戦
。

大
森
　
春
嘉
さ
ん
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信

８００ｍを戦うライ
バルのキミ

【贈りたい相手】

いつも負ける私

【贈り主】

（
神
奈
川
県
・
桜
美
林
大
学
4
年
生
）

（
大
阪
府
・
柏
原
市
立
柏
原
中
学
校
3
年
生
）



今
ま
で
、
僕
の
心
の
中
の
「
人
の
た
め
に
役
立
つ
」
と
い

う
ス
イ
ッ
チ
は
、
も
う
長
い
こ
と
入
っ
て
お
ら
ず
、
も
う
ほ

こ
り
を
か
ぶ
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
自
ら
進
ん

で
お
ぼ
ん
を
ふ
い
た
り
、
進
ん
で
人
の
た
め
に
役
立
と
う
と

す
る
君
の
姿
を
見
た
お
か
げ
で
、
僕
の
心
の
中
の
ス
イ
ッ
チ

が
押
さ
れ
、
き
れ
い
に
掃
除
ま
で
さ
れ
た
と
思
う
。
心
の
ス

イ
ッ
チ
を
押
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
親
友
で
い
よ
う
ね
。

四角い家の友人

【贈りたい相手】

普通の家の友

【贈り主】

川
迫
　
凜
太
郎
さ
ん

毎
日
毎
日
、
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
当
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

絶
対
に
甲
子
園
に
行
っ
て
恩
返
し
し
ま
す
。 寮母さん

【贈りたい相手】

河野

【贈り主】

河
野
　
勝
丸
さ
ん

（
鹿
児
島
県
・
姶
良
市
立
加
治
木
中
学
校
2
年
生
）

（
鹿
児
島
県
・
樟
南
高
等
学
校
3
年
生
）
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初
め
て
6
年
生
を
も
っ
て
い
つ
も
不
安
や
心
配
だ
ら
け
の

先
生
。

だ
け
ど
、
先
生
が
愛
情
を
い
っ
ぱ
い
こ
め
て
、
芽
が
は
え

た
ば
か
り
の
私
た
ち
を
育
て
て
く
れ
た
お
か
げ
で
今
で
は

り
っ
ぱ
な
中
学
3
年
生
に
な
り
、
も
う
す
ぐ
中
学
校
を
卒
業

し
ま
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の
花
が
咲
き
ま
す
。
花
が
咲
い

た
私
た
ち
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

初めて６年生をもった先生

【贈りたい相手】

【贈り主】

小
林
　
那
菜
さ
ん

私
が
こ
の
世
に
生
を
受
け
た
時
、
私
は
息
を
し
て
い
な
い
状
態

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
原
因
は
、
出
産
時
に
羊
水
を
飲
み
こ
ん
で
し

ま
っ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
全
身
に
酸
素
が
回

ら
ず
、
皮
膚
が
青
紫
色
に
な
る
チ
ア
ノ
ー
ゼ
を
発
症
し
た
り
と
、

私
の
人
生
は
大
変
な
幕
開
け
で
し
た
。
私
の
場
合
、
特
に
症
状
が

ひ
ど
か
っ
た
ら
し
く
、
生
死
の
境
を
さ
ま
よ
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
生
ま
れ
て
か
ら
2
〜
3
日
が
山
場
だ
っ
た
そ
う
で
、
助
か
っ

た
と
し
て
も
何
か
障
害
が
残
る
か
も
し
れ
な
い
と
医
者
か
ら
告
げ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
の
私
は
大
き
な
病
気
や
障
害
も

な
く
、
元
気
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
こ
の
話
を
母
か

ら
聞
い
た
と
き
、
今
の
私
が
普
段
、
学
校
に
通
っ
て
、
勉
強
し
た

り
、
遊
ん
だ
り
で
き
る
の
は
、
あ
た
り
前
の
こ
と
で
は
な
く
と
て

も
幸
せ
な
こ
と
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
2
〜
3
日
で
終
わ
っ
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
私
の
人
生
を
、
現
在
ま
で
繋
い
で
く
れ
た
小

濱
守
安
先
生
に
は
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

﨑
濱
　
秀
俊
さ
ん
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（
神
奈
川
県
・
横
浜
市
立
保
土
ヶ
谷
中
学
校
3
年
生
）

（
沖
縄
県
・
専
門
学
校
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
1
年
生
）

中３になった卒業生	

中部病院　小濱守安	

【贈りたい相手】

﨑濱秀俊

【贈り主】



今
、
き
っ
と
自
分
の
中
で
色
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
ヒ

ロ
キ
へ
。

俺
は
ヒ
ロ
キ
の
感
じ
て
い
る
辛
さ
と
か
苦
し
さ
は
分
か
ら

な
い
。
分
か
ら
な
い
け
ど
聞
く
事
が
で
き
る
。
今
の
ヒ
ロ
キ

の
思
い
を
、
苦
し
さ
を
俺
な
り
に
理
解
し
て
お
き
た
い
し
、

俺
1
人
じ
ゃ
ど
う
に
も
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
少

し
で
も
良
い
か
ら
ヒ
ロ
キ
の
友
達
と
し
て
ヒ
ロ
キ
の
支
え
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
る
。
だ
か
ら
あ
ま
り
一
人
で
抱
え
こ
む

な
よ
。

ヒロキ

【贈りたい相手】

俺

【贈り主】

佐
藤
　
岳
生
さ
ん

私
に
と
っ
て
、
ダ
ン
ス
部
の
後
輩
は
、
ま
だ
咲
い
て
も
い

な
い
の
に
、
散
る
の
が
怖
い
と
い
っ
て
い
る
小
さ
な
「
花
」

の
よ
う
だ
。
だ
か
ら
、
私
は
声
を
掛
け
る
、「
大
丈
夫
だ
よ
。」

こ
れ
か
ら
、
3
年
間
、
一
緒
に
い
る
仲
間
な
の
だ
か
ら
、
い

つ
か
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
満
開
の
花
を
咲
か
せ
て
ほ
し
い
と

思
う
。
そ
し
て
、
時
に
は
、
花
に
水
を
あ
げ
な
が
ら
、
私
達

も
先
輩
と
し
て
大
き
な
花
を
咲
か
せ
て
い
こ
う
と
思
う
。

ダンス部の後輩

【贈りたい相手】

竹崎花鈴

【贈り主】

竹
崎
　
花
鈴
さ
ん

（
北
海
道
・
真
狩
村
立
真
狩
中
学
校
２
年
生
）

（
鹿
児
島
県
・
姶
良
市
立
加
治
木
中
学
校
2
年
生
）
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人
見
知
り
の
俺
に
話
し
か
け
て
く
れ
た
あ
の
時
か
ら
ど
の

く
ら
い
時
間
が
た
っ
た
か
な
。お
前
は「
そ
ん
な
こ
と
な
い
」っ

て
言
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
お
前
は
俺
に
と
っ
て
救
世
主

な
ん
だ
よ
。

今
ま
で
あ
り
が
と
う
。そ
し
て
、こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね
。

太田

【贈りたい相手】

田邉

【贈り主】

田
邉
　
輝
久
さ
ん

お
前
、
昔
か
ら
マ
サ
イ
族
ぐ
ら
い
目
が
い
い
く
せ
に
、
女

を
見
る
目
は
ね
ぇ
よ
な
！

親友

【贈りたい相手】

俺

【贈り主】

玉
那
覇
　
光
さ
ん
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（
神
奈
川
県
・
精
華
学
園
高
等
学
校
2
年
生
）

（
沖
縄
県
・
沖
縄
県
立
糸
満
高
等
学
校
3
年
生
）



ま
ひ
る
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も
笑
顔
で
す
。
な
の
で
、
明
る

い
と
い
う
字
が
あ
っ
て
い
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。そ
れ
に
、

け
ん
明
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
ま
ひ
る
ち
ゃ
ん
は
、
か

し
こ
く
て
、
自
分
の
考
え
で
行
動
で
き
る
の
で
、
こ
の
字
に

し
ま
し
た
。

松田満陽琉ちゃん

【贈りたい相手】

土居沙也加

【贈り主】

土
居
　
沙
也
加
さ
ん

頭
の
い
い
学
校
へ
行
っ
て
ず
っ
と
勉
強
ば
っ
か
り
で
大
変

そ
う
な
友
達
。
自
分
の
好
き
な
こ
と
も
や
め
て
ま
で
勉
強
し

て
結
構
ス
ト
レ
ス
も
溜
っ
て
そ
う
だ
と
思
う
。
た
ま
に
は
、

勉
強
な
ん
か
や
め
て
空
で
も
見
た
ら
？
晴
れ
た
日
の
空
は
綺

麗
だ
と
思
う
よ
。

友逹

【贈りたい相手】

自分

【贈り主】

中
尾
　
日
南
さ
ん

（
高
知
県
・
黒
潮
町
立
佐
賀
小
学
校
6
年
生
）

（
広
島
県
・
広
島
県
立
神
辺
高
等
学
校
2
年
生
）

117　



［ 友 人 ・ 恩 人 部 門 ］

入選

あ
な
た
は
懐
か
し
い
思
い
出
話
を
す
る
時
は
、
い
つ
も
最

初
の
一
言
「
ム
カ
〜
シ
〜
」
だ
け
日
本
語
で
し
た
ね
。
茶
目
っ

け
た
っ
ぷ
り
の
そ
の
一
言
が
外
国
で
緊
張
し
て
い
た
私
を
い

つ
も
笑
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
い
つ
の
日
か
、
あ
な
た
の
い

る
天
国
で
ま
た
会
え
た
ら
、
今
度
は
私
が
「
昔
…
」
と
思
い

出
話
を
し
て
あ
げ
ま
す
ね
。

アメリカのホストマザー

【贈りたい相手】

日本の娘

【贈り主】

中
澤
　
芳
江
さ
ん

僕
の
周
り
に
は
た
く
さ
ん
の
友
達
が
い
て
ケ
ン
カ
も
し

た
。
気
が
合
わ
な
く
て
ケ
ン
カ
腰
に
な
り
、
お
互
い
に
傷
つ

け
合
っ
た
な
ぁ
…
。
で
も
最
終
的
に
は
、お
互
い
に
理
解
し
、

仲
直
り
の
印
と
し
て
「
握
」
手
し
て
さ
ら
に
絆
が
深
ま
っ
た

な
。
恥
ず
か
し
い
け
れ
ど
「
握
」
手
す
る
だ
け
で
何
だ
か
安

心
す
る
ね
。

友達

【贈りたい相手】

健人

【贈り主】

中
村
　
健
人
さ
ん
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（
群
馬
県
・
桐
生
外
語
学
院
英
語
講
師
）

（
兵
庫
県
・
兵
庫
県
立
神
戸
聴
覚
特
別
支
援
学
校
2
年
生
）



昔
か
ら
の
親
友
。
し
ん
ど
い
時
、
泣
き
そ
う
な
時
、
一
番

に
気
づ
い
て
く
れ
た
の
は
、
君
で
し
た
。
い
つ
も
、
バ
イ
ク

の
後
ろ
に
の
せ
て
く
れ
て
、
元
気
づ
け
て
く
れ
る
。
で
も
、

会
お
う
と
い
っ
た
そ
の
日
、
バ
イ
ク
の
事
故
に
あ
っ
た
。
そ

れ
か
ら
目
覚
め
る
こ
と
は
な
い
。君
の
存
在
は
大
き
か
っ
た
。

い
つ
死
ぬ
の
か
毎
日
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
す
る
。い
つ
も
み
た
い
に
笑
っ

て
？？	

っ
て
起
き
る
こ
と
の
な
い
君
に
話
し
か
け
る
。

隆二君

【贈りたい相手】

私

【贈り主】

橋
口
　
琴
音
さ
ん

転
校
を
何
度
か
し
ま
し
た
。友
達
も
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
今
に
な
っ
て
思
い
ま
す
。

友
達
が
変
わ
る
の
で
は
な
く
増
え
て
い
く
の
だ
と
い
う
こ

と
を
。
出
逢
い
に
感
謝
。

友

【贈りたい相手】

私

【贈り主】

橋
本
　
充
桜
さ
ん

（
広
島
県
・
広
島
県
立
神
辺
高
等
学
校
2
年
生
）

（
大
阪
府
・
四
條
畷
学
園
高
等
学
校
3
年
生
）
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私
は
、
小
学
校
の
時
、
人
前
で
発
表
す
る
の
が
苦
手
で
し

た
。い
つ
も
行
事
な
ど
で
発
表
が
あ
る
と
逃
げ
て
い
ま
し
た
。

出
来
な
い
自
分
に
後
悔
し
て
て
、
そ
れ
で
も
先
生
は
、「
や
れ

ば
、で
き
る
」
と
言
っ
て
応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
る
日
、

マ
イ
ク
で
発
表
し
ま
し
た
。
頭
の
中
は
、
真
っ
白
で
声
は
、

小
さ
か
っ
た
け
ど
先
生
は
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
喜
ん
で
く

れ
ま
し
た
。
勇
気
と
は
、
自
分
の
弱
さ
を
受
け
入
れ
る
強
さ

だ
と
私
は
、知
り
ま
し
た
。私
に
勇
気
を
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

恩師

【贈りたい相手】

橋本梨沙

【贈り主】

橋
本
　
梨
沙
さ
ん

一
瞬
の
晴
れ
舞
台
の
た
め
に
、
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
と
大
変
な

努
力
を
重
ね
て
き
た
選
手
達
。
満
足
い
く
結
果
で
は
な
く
、

悔
し
涙
を
流
し
た
選
手
も
含
め
、
み
ん
な
に
「
感
動
を
あ
り

が
と
う
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。」
と
伝
え
た
い
。

宮
川
　
太
一
さ
ん
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リオ五輪出場した
選手みなさん

【贈りたい相手】

僕

【贈り主】

（
千
葉
県
・
千
葉
県
立
特
別
支
援
学
校
流
山
高
等
学
園
2
年
生
）

（
京
都
府
・
長
岡
京
市
立
長
岡
第
四
中
学
校
2
年
生
）



吹
奏
楽
部
で
、
中
学
校
3
年
間
、
私
の
隣
で
演
奏
し
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。
私
は
、
あ
ん
た
の
優
し
い
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
の
音
が
大
好
き
で
す
。
高
校
生
に
な
っ
て
も
、
年
を
と
っ

て
も
、
あ
ん
た
が
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
く
と
き
は
、
そ
の
隣

は
私
の
た
め
に
空
け
て
お
い
て
よ
ね
。

山
本
　
綾
乃
さ
ん

友
達
作
り
が
苦
手
な
私
。
先
生
は
3
年
生
の
時
、
私
に
し

か
っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
待
っ
て
た
ら
誰
も
声
を
か
け
て
く
れ

な
い
か
ら
。
挨
拶
だ
け
で
も
し
な
さ
い
。」
そ
の
言
葉
か
ら
多

く
の
友
達
が
で
き
て
卒
業
式
。
泣
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
の
自
分
の
殻
を
破
る
キ
ッ
カ
ケ
を
く
れ
た
先
生

へ
。
あ
り
が
と
う
。

中学校の先生

【贈りたい相手】

米山琴美

【贈り主】

米
山
　
琴
美
さ
ん

トランペット吹きの
あんた

【贈りたい相手】

【贈り主】

トロンボーン吹きの
わたし

（
東
京
都
・
町
田
市
立
金
井
中
学
校
3
年
生
）

（
愛
知
県
・
デ
ン
ソ
ー
工
業
学
園
1
年
生
）

121　



［ 自 分 部 門 ］

入選

ぼ
く
は
、
い
つ
も
心
の
中
の
ぼ
く
と
戦
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
遊
び
た
い
気
持
ち
対
、
そ
ろ
ば
ん
の
1
級
に
合
格
で
き

る
よ
う
に
勉
強
し
た
い
気
持
ち
の
戦
い
で
す
。 ぼく

【贈りたい相手】

ぼく

【贈り主】

板
津
　
慧
大
さ
ん

自
分
の
名
前
か
ら
取
り
ま
し
た
が
、
僕
が
こ
れ
に
こ
め
た

の
は
、「
こ
の
社
会
を
強
く
生
き
ぬ
く
」
ま
さ
し
く
大
海
原
で

の
航
海
で
す
。
こ
れ
か
ら
先
、社
会
の
荒
波
に
も
負
け
ず
に
、

が
ん
ば
っ
て
僕
は
生
き
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。明
日
の
僕
、

も
が
け
よ
。

明日の僕

【贈りたい相手】

今日の僕

【贈り主】

市
田
　
航
太
さ
ん
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（
愛
知
県
・
名
古
屋
市
立
表
山
小
学
校
3
年
生
）

（
鹿
児
島
県
・
姶
良
市
立
加
治
木
中
学
校
2
年
生
）



今
、僕
は
夢
に
向
か
っ
て
道
を
一
歩
ず
つ
進
ん
で
い
ま
す
。

ぼ
く
の
夢
は
宇
宙
関
係
の
仕
事
に
つ
く
こ
と
で
す
。
宇
宙
に

は
、
不
思
議
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ぼ
く
は
、
将

来
宇
宙
の
な
ぞ
を
解
き
明
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。な
の
で
、

そ
の
た
め
に
何
事
に
も
く
じ
け
ず
、前
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
夢
へ
た
ど
り
つ
け
る
。
ガ
ン
バ
レ
、
く
じ
け

る
な
！

数年後の自分

【贈りたい相手】

自分

【贈り主】

井
上
　
暖
翔
さ
ん

漕
ぎ
続
け
な
け
れ
ば
、
押
し
戻
さ
れ
て
し
ま
う
小
舟
の
よ

う
に
、
少
し
で
も
手
を
休
め
た
り
、
怠
け
て
し
ま
っ
た
ら
、

あ
な
た
の
努
力
は
流
れ
て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、

毎
日
、
少
し
ず
つ
河
を
登
っ
て
い
こ
う
。
い
つ
か
、
目
的
地

に
一
歩
、
足
を
踏
み
出
す
ま
で
。

明日の私

【贈りたい相手】

今日の私

【贈り主】

北
村
　
夏
未
さ
ん

（
滋
賀
県
・
竜
王
町
立
竜
王
中
学
校
1
年
生
）

（
東
京
都
・
桐
朋
女
子
高
等
学
校
2
年
生
）
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［ 自 分 部 門 ］

入選

人
は	

＋
な
事
も
−
な
事
も
口
か
ら
吐
く
。「
吐
く
」
と
い

う
言
葉
は
、
＋
と
−
か
ら
で
き
て
い
る
。

そ
の
ま
ま
自
分
が
、「
こ
う
な
り
た
い
！
」
と
、
お
も
う
こ

と
が
あ
る
な
ら
ば
マ
イ
ナ
ス
な
こ
と
を
考
え
言
わ
な
い
よ
う

に
し
よ
う
。
そ
し
た
ら
「
吐
く
」
か
ら
マ
イ
ナ
ス
「
−
」
が
、

消
え
て
「
叶
う
」
に
な
る
。

マ
イ
ナ
ス
な
こ
と
を
考
え
言
わ
な
け
れ
ば
、
ゆ
め
や
希
望

は
叶
う
。

自分

【贈りたい相手】

自分

【贈り主】

工
藤
　
颯
さ
ん

努
力
が
実
っ
て
嬉
し
く
て
泣
い
た
こ
と
、
大
切
な
友
人
を

失
い
悲
し
く
て
泣
い
た
こ
と
、
自
分
の
情
け
な
さ
に
悔
し
く

て
泣
い
た
こ
と
、
誰
か
の
言
葉
に
傷
つ
い
て
泣
い
た
こ
と
、

先
が
見
え
な
く
て
不
安
に
襲
わ
れ
て
泣
い
た
こ
と
。
泣
い
て

い
る
と
き
は
決
ま
っ
て
何
か
を
乗
り
越
え
よ
う
と
頑
張
っ
て

い
る
自
分
が
い
ま
し
た
。
泣
け
る
強
さ
が
自
分
に
は
あ
る
。

前に進み続ける自分

【贈りたい相手】

今を生きる自分

【贈り主】

佐
々
木
　
梨
菜
さ
ん
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吐

泣

（
埼
玉
県
・
中
学
校
1
年
生
）

（
宮
城
県
・
宮
城
大
学
4
年
生
）



す
べ
て
が
自
己
責
任
の
自
営
業
を
営
み
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
を
育
て
、
持
病
の
が
ん
と
闘
い
、
奮
闘
し
な
が
ら
生
き

て
い
ま
す
。

仕
事
も
病
気
も
、
一
回
の
失
敗
や
ダ
メ
ー
ジ
で
へ
こ
た
れ

ら
れ
な
い
。

か
な
ら
ず
挽
回
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。後
ろ
は
崖
っ
ぷ
ち
。

も
う
前
し
か
向
け
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。

そ
ん
な
自
分
へ
、「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
「
再
」
の
字
を
贈

り
ま
す
。

私

【贈りたい相手】

私

【贈り主】

瀬
戸
川
　
加
代
さ
ん

ぼ
く
は
、
離
島
の
北
大
東
島
に
住
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
島
は
高
校
が
あ
り
ま
せ
ん
。
十
五
の
春
に
な
る
と
、

本
島
に
出
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
い
つ
も
聞
い
て

い
る
家
族
の
足
音
、
話
し
声
な
ど
の
騒
が
し
さ
は
一
人
暮
ら

し
を
す
る
と
聞
け
な
く
な
り
寂
し
く
な
り
ま
す
。

ぼ
く
に
と
っ
て
『
騒
が
し
さ
』
は
、
家
族
の
象
徴
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

自分	

【贈りたい相手】

田港麗雄

【贈り主】

田
港
　
麗
雄
さ
ん

再
（
千
葉
県
・
行
政
書
士
）

（
沖
縄
県
・
北
大
東
村
立
北
大
東
中
学
校
3
年
生
）
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［ 自 分 部 門 ］

入選

人
生
は
辛
い
で
す
。
十
五
歳
の
毎
日
は
黒
か
っ
た
。
明
日

が
見
え
な
か
っ
た
。
夢
を
失
っ
た
。
何
百
回
自
殺
を
く
わ
だ

て
た
。
何
千
回
死
の
う
と
思
っ
た
。
真
っ
黒
な
部
屋
に
泣
き

暮
ら
し
た
。「
死
ぬ
前
に
違
う
世
界
を
行
っ
て
見
よ
う
」と
思
っ

て
た
私
。
日
本
に
来
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
人
に
会
っ
て
、

な
ん
と
な
く
自
分
の
人
生
が
明
る
く
な
っ
た
。「
い
の
ち
」
は

じ
め
て
こ
の
単
語
を
聞
い
た
時
に
、
私
は
こ
ん
な
美
し
い
読

み
方
に
感
動
し
た
。
読
む
と
き
の
口
は
、
笑
顔
だ
。
ど
ん
な

辛
く
て
も
、
泣
か
な
い
で
ニ
コ
ニ
コ
し
て
み
よ
う
！	

私
は
無

事
の
未
来
に
君
を
待
っ
て
い
る
か
ら
。

十五歳の私

【贈りたい相手】

今の私

【贈り主】

チ
ン
　
ソ
さ
ん

自
分
に
、
失
敗
は
つ
き
物
だ
、
な
に
か
物
事
を
す
る
と
き

は
、
い
つ
も
失
敗
す
る
。
そ
の
、
数
奇
な
運
命
を
、
ぼ
く
は
、

い
つ
も
数
え
る
。
失
敗
は
、他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
だ
。

だ
か
ら
、
責
め
ら
れ
、
そ
し
て
、
泣
く
。
い
つ
も
そ
う
だ
。

で
も
部
活
で
、
こ
ん
な
こ
と
を
言
う
人
が
い
た
「
失
敗
に
は

怒
ら
な
い
、
だ
か
ら
恐
れ
ず
、
ど
ん
ど
ん
失
敗
す
れ
ば
い
い
」

そ
し
て
、
ぼ
く
は
、
失
敗
を
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
し
て
も
、

ぼ
く
は
絶
対
に
に
げ
な
い
と
決
め
た
。

数えた自分

【贈りたい相手】

助けられた自分

【贈り主】

中
野
　
和
斗
さ
ん
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（
東
京
都
・
東
京
都
立
飛
鳥
高
等
学
校
2
年
生
）

（
愛
知
県
・
名
古
屋
市
立
如
意
小
学
校
6
年
生
）



他
の
ヤ
ツ
や
先
生
達
に
い
じ
め
ら
れ
た
よ
な
。
誰
に
も
助

け
て
も
ら
え
ず
に
、
後
に
な
っ
て
「
助
け
た
か
っ
た
」
と
か

バ
カ
な
こ
と
も
言
わ
れ
続
け
た
よ
な
。
け
ど
、
今
は
「
9
人

の
歌
の
女
神
」を
知
っ
た
。
お
前
ら
の
歳
に
好
き
だ
っ
た
ヒ
ー

ロ
ー
は
今
で
も
好
き
だ
。
お
前
ら
は
今
、「
辛
」
い
よ
な
。
け

ど
今
は
、好
き
な
も
の
が
あ
っ
て
友
達
や
話
し
相
手
が
い
る
。

ほ
ん
と
に
楽
し
い
。だ
か
ら
、ほ
ん
の
少
し
だ
け
耐
え
て
。今
、

オ
レ
は
十
分
過
ぎ
る
ほ
ど
「
幸
」
せ
だ
か
ら
。

仲
藤
　
渉
さ
ん

水
は
ま
わ
り
の
環
境
に
よ
っ
て
き
れ
い
か
汚
い
か
が
決
ま

り
ま
す
。
私
の
心
も
ま
わ
り
の
こ
と
で
き
れ
い
に
な
っ
た
り

汚
く
な
っ
た
り
す
る
け
ど
、
本
来
の
き
れ
い
さ
を
忘
れ
ず
生

き
て
い
き
た
い
で
す
。

自分

【贈りたい相手】

中村柚葉

【贈り主】

中
村
　
柚
葉
さ
ん

小学校４年生、小学校５年生、
中学校２年生、中学校３年生の自分

【贈りたい相手】

高校３年生の自分

【贈り主】

（
兵
庫
県
・
明
石
市
立
明
石
商
業
高
等
学
校
3
年
生
）

（
福
岡
県
・
那
珂
川
町
立
那
珂
川
南
中
学
校
1
年
生
）
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［ 自 分 部 門 ］

入選

（
石
川
県
・
主
婦
）

（
静
岡
県
・
静
岡
市
立
大
川
中
学
校
3
年
生
）

今
年
で
三
十
八
年
生
き
ま
し
た
ね
。
結
婚
し
、
子
ど
も
に

も
恵
ま
れ
、
毎
日
が
慌
し
い
で
す
。
専
業
主
婦
と
し
て
、
海

外
赴
任
で
夫
が
不
在
の
家
庭
を
回
し
て
い
る
反
面
、
自
分
の

人
生
を
生
き
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？	

私
に
は
名
前

が
あ
り
、
唯
一
無
二
の
個
性
あ
り
、
一
度
き
り
の
人
生
が
あ

り
ま
す
。
輝
く
未
来
を
生
き
る
自
分
の
人
生
に
、
夢
を
贈
り

ま
す
。

明日を生きる自分

【贈りたい相手】

今を生きる自分

【贈り主】

早
川
　
祐
子
さ
ん

私
は
試
合
で
負
け
た
り
、
誰
か
に
何
か
言
わ
れ
た
り
し
て

も
悔
し
い
と
い
う
想
い
が
あ
ま
り
わ
い
て
こ
な
い
。
自
分
が

や
っ
て
い
な
い
か
ら
負
け
て
当
然
、言
わ
れ
て
当
然
だ
と
思
っ

て
し
ま
う
。
悔
し
い
と
想
え
る
よ
う
に
自
分
が
燃
え
て
燃
え

尽
き
て
、
負
け
た
こ
と
が
悔
し
い
と
想
え
る
よ
う
な
人
に
な

り
た
い
。

弱い自分

【贈りたい相手】

負けず嫌いな自分

【贈り主】

星
野
　
こ
と
み
さ
ん
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夢



（
沖
縄
県
・
大
宜
味
村
立
大
宜
味
中
学
校
1
年
生
）

（
鹿
児
島
県 

・
希
望
が
丘
学
園
鳳
凰
高
等
学
校
2
年
生
）

「
ね
ぇ
、
学
校
行
こ
う
よ
…
」
学
校
は
楽
し
い
よ
！	

学
校

い
っ
た
ら
色
々
な
こ
と
分
か
る
よ
。
家
に
い
る
よ
り
、
ず
っ

と
ず
っ
と
楽
し
い
よ
！	

心
を
と
ざ
す
よ
り
、
心
を
ひ
ら
こ

う
！	

未
来
の
ぼ
く
が
過
去
の
ぼ
く
に
い
い
た
い
こ
と
、
人
の

夢
は
無
限
大
だ
よ
、
さ
あ
、
家
を
と
び
だ
し
て
…
心
の
ド
ア

を
開
こ
う
！

三年前の自分

【贈りたい相手】

健大

【贈り主】

宮
城
　
健
大
さ
ん

俺
の
中
の
時
間
は
、
甘
え
て
い
る
。「
ま
だ
時
間
が
あ
る
」

と
思
っ
た
頃
に
は
、
も
う
遅
い
。
時
は
思
っ
て
い
る
よ
り
速

く
流
れ
る
。
だ
か
ら
俺
は
も
っ
と
計
画
的
に
時
間
を
考
え
て

自
分
に
厳
し
く
行
動
し
て
ほ
し
い
。

俺

【贈りたい相手】

俺

【贈り主】

匿
名
希
望
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シ
ア
タ
ー

漢字
ミュージアム

入口

　園祭
ぎゃらりぃ

漢検ラウンジ

Cafe倭楽

R

テーブルの漢字に手をかざす
と、甲骨文字に変身！

スタンプを選んで自分の名前を
万葉仮名でつくってみよう。

入口付近の柱には、「大
漢和辞典」（大修館書
店）に採録された約 5
万字の漢字がびっしり!

入口でもらえる体験シートを棒で
こすると今日の占いが現れます。 

2
0
1
6
年
、
京
都
に
誕
生
し
た
日
本

初
の
「
漢
字
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」。
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
漢
字
を
学

べ
る
体
感
型
の
施
設
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

漢
検 

漢
字
博
物
館
・
図
書
館

「
漢
字
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

踊る甲骨文字テーブル

漢字の歴史絵巻

万葉仮名スタンプ 甲骨文字占い

全長 30メートルの絵巻で、中国に
始まる漢字の歴史を紹介しています。

漢字 5 万字タワー

漢字の歴史を

見て・聴いて・
触れて・学べる1F

いろいろな漢字スタンプを押してみよう

見たことのない

面白い漢字が

いっぱい！

漢字

5万字タワーに

驚き！
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体験型の展示を

通して楽しみながら

漢字を学ぶコーナー

ワークショップ
ルーム

図書館 企画
展示

漢字の特長を

遊びながら
楽しく学ぶ2F

ゲームをして体を動かして…
テーマパークのようなフロア
ゲームをしながら漢字を楽しく学べる展示
が並ぶ 2 階。遊んでいるうちに、自然
と興味が深まります。

日用品の漢字が書かれた引き出
しを開けると、答えとなる道具の
ミニチュアが入っています。

館内ではいたるところに漢
字が見られ、2 階の柱や壁
には漢検の検定問題が貼
られています。

子ども向けの漢字本
から専門書まで揃い
ます。

図書館

ココにも注目！◀エレベーター
のボタンも漢字

検定問題を解▶
き終わったら採点
コーナーへ。

体を使って

漢字を完成！

巨大湯呑みで

ハイチーズ♪

漢字って

楽しいんだね

遊びながら

漢字を勉強

お寿司屋さんでよく見
る湯呑みを巨大サイ
ズで再現。
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◆ 漢検 漢字博物館・図書館 「漢字ミュージアム」

ACCESS

全 40 席。京都ならではのメニューでおもてなしします。

高さ約 7メートルと実物大▶
の鉾。 釘を使わずに組まれ
ている技法にも注目。

「　園祭ぎゃらりぃ」／「Café 倭楽」
わ　らく

カフェでひとやすみ。
祇園祭の展示も楽しもう。
ミュージアム入口にある「祇園祭ぎゃ
らりぃ」(TEL.075-533-9696) では、
お土産を購入できるほか、祇園祭の
鉾も見ることができます。また「Café 
倭楽」(TEL.075-533-9393) では、
サンドイッチなどの軽食や手作りの
スープ、ケーキセットがあり、明るい
店内で休憩できます。

SOUVENIR&CAFE

京阪本線『祇園四条駅』6 番出口から八坂神社方面へ徒歩 5 分
阪急京都線『河原町駅』木屋町南出口から八坂神社方面へ徒歩 8 分
地下鉄東西線『東山駅』2 番出口から東大路通を南へ徒歩 10 分

電 

車

バ 

ス
京都市バス／ 12・31・46・80・100・201・202・203・
206・207 系統　『　園』下車すぐ　

所在地

開館時間

休館日

入館料

京都市東山区　園町南側５５１番地（京都市元弥栄中学校跡地）

9:30 〜 17:00 ※入館は 16:30 まで

月曜日（休館日が祝日の場合は、翌平日に振替）年末年始 ／ 臨時休館あり

大人 800 円、大学生・高校生 500 円、中学生・小学生 300 円、未就学児・障がい者無料　
※各種割引制度あり

◆ホームページ　http://www.kanjimuseum.kyoto/
◆ Facebook ページもあるよ！！

ミュージアムに来た

際に立ち寄って！

漢検のWebサイトでは、
検定試験の情報だけでなく、タメになる
お役立ちコンテンツを更新中！

漢字・日本語検索Ｗｅｂサイト

「漢検 漢字辞典 第二版」に収録の約6,300字
から知りたい漢字や言葉を検索できる！

● 読み・画数・部首・意味や、その漢字が
 使われる言葉なども掲載

● 調べた言葉と同じ漢字から始まる言葉も紹介

● 調べた漢字や言葉に関するコラムにもリンク

のWebサイトも

漢字ペディア®

http://www.kanjipedia.jp/
漢字ペディア

日本初の漢字・日本語キュレーションサイト

漢字や日本語に関する情報が一気に読める！
誰かに紹介したくなる話のタネがいっぱい！

http://www.kanjicafe.jp/
漢字カフェ

● 漢字や言葉に関するトリビア情報

● 新聞校閲部門の元記者による漢字の
 字源コラム

● 漢字や日本語の最新情報・イベント情報

（漢字カフェ）®

要Check！

　
※当館に駐車場はございません。公共交通機関でお越しください。

ココ

ぎ　 おん　まつり
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漢検のWebサイトでは、
検定試験の情報だけでなく、タメになる
お役立ちコンテンツを更新中！

漢字・日本語検索Ｗｅｂサイト

「漢検 漢字辞典 第二版」に収録の約6,300字
から知りたい漢字や言葉を検索できる！

● 読み・画数・部首・意味や、その漢字が
 使われる言葉なども掲載

● 調べた言葉と同じ漢字から始まる言葉も紹介

● 調べた漢字や言葉に関するコラムにもリンク

のWebサイトも

漢字ペディア®

http://www.kanjipedia.jp/
漢字ペディア

日本初の漢字・日本語キュレーションサイト

漢字や日本語に関する情報が一気に読める！
誰かに紹介したくなる話のタネがいっぱい！

http://www.kanjicafe.jp/
漢字カフェ

● 漢字や言葉に関するトリビア情報

● 新聞校閲部門の元記者による漢字の
 字源コラム

● 漢字や日本語の最新情報・イベント情報

（漢字カフェ）®

要Check！
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